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ヒ
ュ
ー
ム
は
当
時
に
お
け
る
諸
学
の
現
状
を
、
整
合
性
や
確
証
樵
を
欠
き
、
無
意
味
な
議
論
を
く
り
か
え
し
て
い
る
と
批
判
し
、
こ
の

混
乱
と
堕
落
か
ら
い
か
に
し
て
諸
学
を
救
う
べ
き
か
、
と
い
う
建
設
的
な
問
題
意
識
に
思
索
の
出
発
点
を
求
め
た
。
そ
し
て
「
諸
学
は
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

問
の
自
然
本
性
（
げ
自
響
き
罫
簿
霞
①
）
に
基
く
」
と
の
基
本
的
な
思
想
的
立
場
か
ら
、
再
建
す
べ
き
諸
学
の
基
礎
論
と
し
て
、
人
間
学
（
帥

ω
鼠
①
昌
8
0
｛
筥
器
）
を
建
設
す
る
事
に
よ
り
、
根
源
的
な
人
性
の
諸
作
用
、
諸
原
理
を
解
明
し
、
人
間
知
性
の
活
動
範
囲
や
限
界
を
明
ら

か
に
せ
ん
と
し
た
。
し
か
も
こ
の
人
間
学
に
確
実
な
根
底
を
与
え
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
の
学
が
仮
説
や
推
測
に
基
い
て
迷
妄
、
注
冷
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
が
故
に
、
近
代
自
然
学
に
輝
か
し
い
成
果
を
も
た
ら
し
た
実
験
的
方
法
（
㊦
巷
葭
冒
。
葺
既
誉
Φ
匪
。
伽
）
　
の
導
入

が
要
求
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
諸
学
の
基
礎
論
は
、
個
別
的
な
「
経
験
と
観
察
扁
か
ら
最
少
の
普
遍
的
な
原
理
を
見
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
人
性
の
諸
作
用
を
統
一
的
に
解
明
す
る
「
経
験
的
」
人
聞
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
究
極
的
に
は
こ
の
確
固
た
る
根
底
の
上
に
「
精
神

　
　
　
　
　
　
（
4
）

諸
学
の
完
全
な
体
系
」
を
樹
立
せ
ん
と
の
、
遠
大
な
講
想
を
た
て
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
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四

　
そ
こ
で
経
験
的
人
間
学
確
立
の
意
図
を
実
現
す
べ
く
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
伝
統
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
認
識
論
の
絶
対
不
可
謬
な
髄
提

と
し
て
、
我
々
に
直
接
与
え
ら
れ
か
つ
知
ら
れ
る
知
覚
（
℃
段
8
冨
。
器
）
を
た
て
、
認
識
は
人
間
知
性
に
伴
う
先
入
見
や
迷
信
の
不
純
物

を
排
除
し
た
、
い
わ
ば
直
接
的
明
証
性
を
も
つ
知
覚
を
通
し
て
確
立
さ
れ
る
、
と
の
現
象
主
義
（
℃
ぴ
Φ
跡
。
ヨ
①
質
倉
♂
ヨ
）
に
立
脚
す
る
。
し

た
が
っ
て
認
識
の
対
象
は
、
知
覚
の
現
象
界
或
い
は
心
的
現
象
界
に
限
定
さ
れ
、
所
謂
哲
学
の
伝
統
的
領
域
で
あ
っ
た
超
経
験
的
・
形
而

上
学
的
世
界
は
虚
妄
の
世
界
と
し
て
拒
否
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
内
観
的
な
経
験
分
析
に
、
そ
の
公
理
と
も
い
う
べ
き
自
然
学
的
原
理
（
原
子
論
及
び
数
量
主
義
）
を
適
用
す
る
事
に
よ
り
、
知

識
構
成
の
素
材
を
摘
出
す
る
。
即
ち
経
験
の
体
験
的
契
機
を
、
勢
と
活
気
（
皆
同
8
義
賊
く
貯
⇔
o
同
な
）
　
の
程
度
の
相
違
に
基
い
て
、
そ
れ

ら
の
み
ち
た
印
象
（
μ
憾
P
℃
円
Φ
石
陰
ω
一
〇
づ
）
と
そ
れ
ら
の
微
弱
な
観
念
（
賦
舞
）
に
二
分
し
、
他
方
理
論
的
契
機
を
「
基
礎
と
な
る
も
の
」
と
「
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
」
の
論
理
的
区
別
に
よ
っ
て
、
単
純
な
要
素
と
複
雑
な
複
合
体
に
二
分
す
る
。
こ
の
場
合
体
験
的
契
機
た
る
印
象
と

観
念
の
区
別
が
勢
と
活
気
の
程
度
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
他
方
の
単
純
、
複
雑
の
理
論
的
契
機
は
、
印
象
と
観
念
の
区
別
に
何
ん
ら
か
か
わ

ら
な
い
純
粋
に
一
般
的
な
論
理
的
事
態
な
の
で
あ
っ
て
、
具
体
的
経
験
の
両
契
機
は
鋭
く
峻
励
さ
れ
る
。
し
か
も
印
象
が
観
念
の
素
材
的

原
因
と
し
て
根
源
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
観
念
は
印
象
の
ノ
エ
マ
的
影
像
（
o
O
℃
団
）
と
し
て
派
生
的
と
さ
れ
、
印
象
優
先
の
経
験
論
的
な

　
　
（
6
）

基
本
原
則
が
た
て
ら
れ
る
。
し
か
し
観
念
が
印
象
の
模
写
で
あ
る
と
い
う
一
対
一
の
対
応
関
係
は
、
正
確
に
は
単
純
な
観
念
と
印
象
の
間

に
の
み
い
え
る
非
論
理
的
、
体
験
的
関
係
で
あ
り
、
複
合
体
た
る
複
雑
観
念
が
印
象
に
対
応
物
を
見
出
す
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
ピ

ュ
ー
ム
は
峻
別
さ
れ
た
両
契
機
を
交
錯
さ
せ
て
、
単
純
な
印
象
と
観
念
、
根
本
的
に
は
原
子
的
、
消
滅
的
な
単
純
印
象
を
知
識
構
成
の
究

極
的
素
材
と
す
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
単
純
要
素
か
ら
、
類
似
・
接
近
・
因
果
性
と
い
う
観
念
餅
合
（
p
◎
ω
ω
O
O
一
ρ
け
一
〇
雛
　
O
｛
　
圃
山
①
鋤
ω
）
の
原
理
に
基
い
て
、
複
雑
観

念
を
産
出
す
る
構
成
作
用
が
、
想
像
力
（
ぎ
餌
σ
q
ぎ
幾
。
欝
）
な
の
だ
。
し
か
も
こ
の
構
成
さ
れ
た
複
雑
観
念
に
同
時
に
印
象
か
ら
伝
達
さ
れ

る
勢
や
活
気
が
、
観
念
の
真
偽
を
決
定
す
る
基
準
と
な
る
。
印
象
の
活
気
は
観
念
妥
当
性
の
最
終
的
な
根
拠
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
経



験
分
析
に
お
け
る
自
然
学
的
原
理
と
経
験
論
の
結
合
を
出
発
点
と
し
、
想
像
力
と
印
象
と
の
協
岡
作
用
に
よ
っ
て
認
識
生
成
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
せ
ん
と
す
る
の
が
、
因
果
性
及
び
外
的
世
界
の
信
念
解
明
を
貫
く
ヒ
ュ
ー
ム
の
基
本
的
構
想
で
あ
る
。

　
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
こ
の
原
子
論
的
印
象
主
義
、
或
い
は
体
験
主
義
の
立
場
か
ら
、
信
念
の
産
出
過
程
及
び
本
性
を
分
析
・
記
述
す
る
心
理

学
的
問
題
に
と
り
く
む
。
換
言
す
れ
ば
観
念
の
意
味
或
い
は
理
解
生
成
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
心
理
学
的
ア
ブ
μ
ー
チ
は
、
　
「
何

故
に
」
か
ら
「
如
何
に
」
へ
の
、
自
然
学
に
お
け
る
問
題
性
格
の
変
ぼ
う
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
認
識
の
何
故
を
問
い
正

当
性
を
問
題
と
し
た
合
理
論
的
な
説
明
原
理
の
排
除
を
意
味
す
る
。
い
わ
ば
経
験
的
な
脈
絡
の
な
か
で
の
認
識
の
発
生
的
考
察
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

同
蒔
に
こ
の
制
約
内
で
信
念
を
虚
想
か
ら
区
別
す
る
妥
当
性
の
問
題
が
論
究
さ
れ
る
の
だ
。

　
本
論
の
課
題
は
、
以
上
の
意
図
・
方
法
・
原
理
の
定
立
に
よ
り
、
近
代
認
識
論
の
基
本
概
念
た
る
因
島
性
及
び
物
的
実
体
と
い
う
複
雑

観
念
の
生
成
を
、
　
「
人
性
論
」
（
鋤
日
H
＄
氏
器
。
｛
鎖
篇
ヨ
鋤
葺
⇒
鶯
欝
冠
の
）
に
お
い
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
い
か
に
解
細
し
そ
の
妥
当
性
を
基
礎
づ

け
て
い
る
か
、
の
究
明
で
あ
る
。
し
か
も
本
論
の
意
図
は
、
単
に
そ
の
否
定
面
の
批
判
に
留
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
ヒ
ュ
ー
ム
に
即
し
た
内

在
的
考
察
に
よ
り
、
所
謂
懐
疑
論
を
こ
え
て
高
次
の
包
理
知
的
な
自
然
本
性
を
開
示
し
た
認
識
論
の
内
部
、
そ
の
究
極
的
立
場
に
迫
る
事

に
あ
る
。
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（
1
）
　
ヒ
訟
ー
ム
の
根
本
的
立
場
は
、
発
生
的
に
は
青
年
時
代
の
思
想
形
成
期
に
発
見
き
れ
た
、
「
真
理
を
確
立
す
る
薪
た
な
方
法
」
「
思
想
の
親
し
い

　
情
景
（
鵠
㊦
≦
ω
o
爵
①
無
浄
。
賃
σ
q
げ
け
）
」
と
霞
ら
が
呼
ぶ
観
点
に
求
め
ら
れ
る
。
彼
は
渡
仏
前
、
或
る
医
者
に
当
て
た
書
簡
で
こ
の
新
情
景
が
、
十
八

　
才
の
頃
に
見
出
さ
れ
た
と
告
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
　
「
人
性
論
」
の
最
初
の
二
巻
が
出
版
さ
れ
る
十
年
前
一
七
二
九
年
の
事
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
こ
の
「
新
情
景
」
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
研
究
家
の
間
で
見
解
が
分
れ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
ヒ
ュ
ー
ム
が
ハ
ッ
チ
ソ

　
ン
の
道
徳
感
情
説
の
影
響
に
よ
っ
て
、
感
情
の
原
理
を
認
識
論
に
ま
で
拡
大
・
　
般
化
し
た
の
だ
、
と
主
張
す
る
が
（
日
ゲ
⑦
鷲
μ
二
〇
ω
o
霜
げ
罵
。
｛
O
．

　
瓢
¢
簿
ρ
麟
■
ω
ヨ
搾
群
や
H
心
～
勺
’
b
⊃
O
）
、
　
パ
ス
モ
ア
は
ユ
ユ
ー
ト
ン
自
然
学
の
影
響
に
よ
る
聯
合
主
義
の
思
想
で
あ
る
、
と
異
な
っ
た
見
方
を
し
て

　
い
る
（
置
目
ヨ
軌
の
圃
算
Φ
謎
瓜
。
霧
”
勺
霧
。
・
ヨ
。
お
》
や
H
ω
困
）
。
し
か
し
プ
ロ
イ
ル
ズ
（
ヵ
脅
○
’
ご
ご
腕
◎
三
目
ω
）
は
ス
ミ
ス
が
舐
拠
と
し
て
あ
げ
た
書
衙
を
検
討

　
し
て
、
　
「
新
情
景
」
に
嘗
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
古
代
以
来
哲
学
者
が
習
性
を
何
ん
ら
考
察
す
る
事
な
く
、
し
か
も
仮
説
や
発
明
に
訴
え
て
い
る

　
　
　
配
ユ
…
ム
認
識
論
に
お
け
る
信
念
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉
五
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六

　
誤
り
を
さ
け
る
べ
く
、
経
験
の
地
盤
に
立
っ
て
人
性
を
吟
味
し
よ
う
と
の
、
今
後
の
研
究
方
針
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
「
新

　
情
景
」
は
、
人
性
の
研
究
に
実
験
的
方
法
を
導
入
す
る
事
に
よ
っ
て
学
の
原
理
を
確
立
せ
ん
と
の
観
点
に
求
め
ら
れ
る
と
主
張
す
る
（
日
『
Φ
ヨ
。
奏
一

　
勺
凱
ざ
。
。
8
げ
唄
鼠
O
．
韻
二
簿
Φ
9
菊
■
O
・
ゆ
吋
9
冨
ρ
や
ω
駆
～
や
ω
①
）
。
な
お
問
題
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
ス
、
・
、
ス
著
の
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
」
一
四

　
頁
～
一
六
頁
参
昭
…
。

　
　
少
年
時
代
の
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
カ
ル
ビ
ニ
ズ
ム
の
厳
し
い
宗
教
的
ふ
ん
い
気
の
な
か
で
成
育
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
広
範
閉
に
わ
た
る
自
然

　
学
や
哲
学
の
学
習
（
キ
ケ
ロ
、
ウ
エ
ル
ギ
リ
ウ
ス
等
の
古
典
、
ベ
ー
コ
ン
、
ロ
ッ
ク
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
或
い
は
ベ
イ
ル
、
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
古
典

　
に
い
た
る
）
が
、
次
第
に
彼
を
反
宗
教
的
思
想
態
度
に
導
い
て
い
っ
た
。
そ
し
て
折
り
し
も
理
神
論
論
争
盛
ん
な
時
代
背
景
の
な
か
で
、
宗
教
問
題

　
に
関
す
る
理
性
と
情
緒
（
窓
器
g
餌
至
要
。
。
ω
陣
自
）
の
対
立
の
問
題
に
と
り
く
み
、
や
が
て
ハ
ッ
チ
ソ
ン
・
モ
ン
テ
…
ニ
ュ
の
影
響
に
よ
っ
て
理
牲

　
に
対
す
る
懐
疑
を
深
め
な
が
ら
、
人
闘
の
本
性
を
理
性
な
ら
ぬ
新
た
な
基
礎
の
上
に
確
立
せ
ん
と
の
方
向
に
思
想
を
発
展
さ
せ
た
と
い
え
る
（
↓
げ
①

　
℃
億
血
漿
け
。
｛
O
①
誉
鉱
艮
ざ
ω
・
図
．
い
簿
≦
ぎ
■
℃
●
H
O
。
～
や
膳
O
）
。
こ
の
意
味
で
「
新
情
景
」
の
発
見
に
ハ
ッ
チ
ソ
ン
の
影
饗
は
無
視
出
来
な
い
け
れ
ど

　
も
、
他
方
ニ
ュ
ー
ト
ン
霞
然
学
に
よ
る
方
法
論
的
影
響
も
否
定
出
来
な
い
。
先
の
プ
ロ
イ
ル
ズ
の
見
解
が
総
合
的
な
広
い
視
野
に
立
つ
も
の
と
し
て

　
有
効
だ
と
思
う
。

（
2
）
　
諸
学
が
人
間
精
神
の
活
動
す
る
特
殊
な
領
域
、
例
え
ば
論
理
・
道
徳
・
政
治
。
文
芸
批
評
を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
人
間
学
は
諸
学
の
根
元

　
で
あ
る
人
性
慮
体
の
働
き
を
研
究
す
る
。
軸
性
の
二
大
領
域
と
し
て
の
知
性
（
広
義
）
と
情
緒
の
作
用
・
原
理
を
探
求
す
る
学
で
あ
る
。
端
的
に
い

　
え
ば
人
性
そ
の
も
の
の
学
と
し
て
勝
義
の
哲
学
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
知
性
が
門
人
性
論
扁
第
一
篇
の
課
題
な
の
だ
。

（
3
）
　
「
人
性
論
」
の
副
題
が
、
　
門
実
験
的
方
法
を
精
神
上
の
霊
題
に
導
入
す
る
一
つ
の
企
て
で
あ
る
扁
と
事
き
れ
て
い
る
事
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ

　
る
。
こ
の
導
入
は
ユ
ユ
ー
ト
ン
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ヒ
ュ
…
ム
の
場
合
実
験
的
方
法
は
経
験
論
の
立
場
に
麟
約
さ
れ
て
実
証
主
義
的
に
把
握

　
さ
れ
、
学
樹
立
の
土
台
と
な
る
べ
き
個
々
の
具
体
的
な
「
経
験
と
観
察
」
を
意
味
し
、
厳
密
な
構
造
を
も
つ
科
学
的
実
験
で
は
な
い
。

（
4
）
　
精
神
諸
学
は
、
自
然
学
に
対
す
る
人
文
科
学
と
も
い
う
べ
き
諸
学
の
意
味
で
、
論
理
学
・
道
徳
学
・
政
治
学
・
文
芸
銚
評
を
含
む
。
原
語
は

　
導
。
同
亀
唱
げ
出
。
ω
o
℃
び
ざ
ヨ
。
舜
一
ω
9
㊦
ゆ
。
Φ
で
あ
る
。

（
5
）
　
こ
の
経
験
分
析
の
観
点
は
、
森
口
美
都
男
氏
の
見
解
に
負
う
て
い
る
。
講
座
。
哲
学
大
系
・
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
二
一
六
四
頁
。

（
6
）
　
こ
の
原
理
に
よ
っ
て
印
象
に
源
泉
の
見
出
せ
な
い
観
念
は
、
無
意
味
な
虚
想
と
し
て
否
定
さ
れ
る
。
即
ち
実
証
主
義
（
℃
o
。
。
置
忘
ω
錺
）
　
の
表
明

　
で
あ
り
、
彼
職
有
の
意
味
論
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
意
味
論
は
、
意
識
心
理
学
的
内
観
に
よ
っ
て
観
念
の
印
象
を
求
め
よ
う
と
す
る
険

　
り
、
心
理
学
的
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
こ
の
意
難
論
に
は
致
命
的
な
問
題
点
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
観
念
の
有
意
味
性
を
決
定
す



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
レ
　
レ

　
る
に
は
㌔
そ
の
根
源
た
る
印
象
を
提
塗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
・
消
滅
的
な
印
象
を
想
起
し
観
念
と
比
較
す
る
蕪
は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

　
こ
で
紀
憶
に
嘗
及
す
れ
ば
、
記
憶
は
印
象
を
勢
と
活
気
を
も
っ
て
反
復
す
る
機
能
と
き
れ
て
い
る
。
し
か
し
活
気
よ
く
反
復
さ
れ
た
観
念
が
印
象
に

　
対
応
し
た
観
念
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
事
は
鳩
来
な
い
。
た
だ
想
像
に
銘
較
し
て
勢
よ
く
観
念
を
把
握
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
事
は
結
局
ヒ
ュ
ー

　
ム
の
実
証
主
義
を
破
綻
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

（
7
）
　
ヒ
ュ
ー
ム
は
観
念
の
意
味
発
生
の
心
理
学
的
分
析
、
記
述
の
問
題
と
同
時
に
、
観
念
或
い
は
信
念
の
真
理
性
の
根
拠
を
問
う
論
理
的
問
題
に
も

　
と
り
く
ん
で
い
る
事
。
結
局
ヒ
ュ
ー
ム
の
課
題
は
、
パ
ス
モ
ァ
の
表
現
を
か
れ
ば
、
　
「
虚
想
を
勢
づ
け
る
事
な
く
嗜
好
及
び
心
持
ち
に
場
所
を
あ
け

　
る
論
理
」
（
瓢
¢
ヨ
Φ
．
。
。
固
纂
㊦
⇔
鉱
。
口
ρ
℃
器
ω
ヨ
。
お
。
℃
’
δ
）
の
形
成
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
に
あ
っ
て
は
論
理
学
は
根
本
的
に
は
心
理
学
と

　
異
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ニ
　
一
因
果
性
の
信
念
1

　
　
　
実
証
主
義
的
意
味
論
に
立
つ
ヒ
ュ
…
ム
は
、
先
ず
臨
界
性
（
。
磐
ω
巴
尋
）
の
起
源
と
し
て
の
印
象
を
、
原
因
結
果
と
呼
ば
れ
る
事
物
の

　
　
観
察
に
よ
っ
て
見
出
さ
ん
と
す
る
が
、
そ
こ
に
は
た
だ
事
物
の
接
近
（
8
臨
同
α
q
毎
蔓
）
及
び
継
起
（
ω
二
。
8
ω
ω
δ
鄭
）
の
関
係
が
発
見
さ
れ
る

　
　
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
事
物
の
必
然
約
結
合
（
郎
①
O
Φ
ω
ω
9
冠
）
N
　
O
O
］
P
部
①
O
紳
一
〇
b
「
）
と
し
て
の
因
果
性
の
所
在
が
、
こ
れ
ら
事
物
の
経
験
的

　
　
な
関
係
か
ら
は
導
出
さ
れ
な
い
、
と
い
う
困
難
に
直
面
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
し
か
し
こ
の
問
題
を
｛
般
的
照
果
律
と
特
殊
的
因
果
律
に
区
崩
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
然
性
の
理
由
を
間
う
事
で
困
難
打
開
の
道
を
模
索

　
　
す
る
。
そ
こ
で
は
じ
め
に
因
果
性
の
一
般
命
題
の
必
然
性
が
、
理
知
的
原
理
に
よ
っ
て
絶
対
確
実
な
根
拠
を
も
つ
と
さ
れ
て
き
た
哲
学
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
伝
統
に
対
し
て
独
自
の
挑
戦
を
開
始
す
る
。
伝
統
的
な
知
識
の
二
分
法
を
踏
襲
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
絶
対
確
実
な
知
識
　
（
⇔
ぴ
ω
o
型

　
　
三
①
窪
。
≦
δ
鳥
ぴ
q
㊦
）
は
観
念
間
の
不
変
な
関
係
に
か
か
わ
る
直
覚
的
知
識
（
類
似
・
反
対
・
質
の
程
度
）
及
び
数
学
的
知
識
（
量
及
び
数
の

　
　
割
合
）
に
属
す
る
に
反
し
、
因
果
性
は
観
念
に
依
存
せ
ず
経
験
に
基
く
事
実
的
認
識
の
故
に
蓋
然
的
知
識
（
鷲
・
審
三
Φ
ζ
。
註
亀
σ
q
Φ
）
と

　
　
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
顯
果
律
の
普
遍
的
命
題
に
お
け
る
必
然
性
は
、
原
子
論
の
原
則
に
よ
っ
て
、
論
理
的
必
然
性
を
も
た
ず
絶
対
的
確
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四
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哲
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四
八

481　
　
実
性
を
有
し
な
い
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
即
ち
事
物
の
始
元
に
お
け
る
原
因
の
必
然
性
に
つ
い
て
は
、
原
因
と
結
果
が
励
個
な
観
念
で

　
　
あ
る
た
め
、
両
者
は
想
像
力
に
よ
っ
て
容
易
に
分
離
出
来
、
そ
こ
に
何
ん
ら
の
矛
盾
・
不
合
理
を
見
出
す
事
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
↓
般
的
因
果
律
が
絶
対
的
確
実
性
を
否
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
因
果
律
自
体
の
妥
当
性
の
否
定
を
意
味
し
な
い
。
ヒ
ュ

　
　
ー
ム
は
さ
ら
に
経
験
と
観
察
に
訴
え
、
経
験
が
い
か
に
し
て
因
果
律
を
産
出
す
る
か
を
問
い
、
問
題
を
第
二
の
具
体
的
経
験
で
働
く
特
殊

　
　
的
因
果
律
の
疑
問
に
移
し
、
こ
の
検
討
が
第
一
の
普
遍
的
命
題
解
明
に
役
立
つ
と
考
え
る
。

　
　
　
さ
て
特
殊
的
因
果
律
の
必
然
性
が
経
験
の
具
体
面
で
聞
わ
れ
る
時
、
問
題
は
「
経
験
の
い
か
な
る
場
合
に
因
果
的
推
論
を
行
使
す
る
か
」

　
　
に
置
き
変
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
過
去
の
経
験
を
比
較
反
省
し
た
結
果
、
　
「
二
つ
の
事
物
が
常
に
規
勲
爵
に
接
近
及
び
継
起
の
順
序
で

　
　
存
在
し
た
場
合
し
、
即
ち
所
謂
因
果
間
の
恒
常
的
連
結
（
8
霧
冠
馨
0
8
甘
博
。
嵩
。
⇒
）
が
因
果
的
推
論
の
働
く
基
本
条
件
で
あ
る
事
が
見
出

　
　
　
（
3
）

　
　
さ
れ
る
。

　
　
　
で
は
過
去
の
経
験
の
恒
常
性
を
根
底
に
し
て
帰
納
的
推
論
（
ご
口
琴
穿
く
Φ
冒
臨
興
①
琴
①
）
を
行
う
時
、
こ
の
因
果
的
推
論
の
正
当
性
の
根

　
　
拠
は
ど
こ
に
見
出
さ
れ
る
か
。
換
言
す
れ
ば
類
似
の
事
例
の
反
復
が
一
般
的
命
題
発
想
の
根
拠
た
り
う
る
場
合
の
そ
の
根
拠
は
何
か
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
れ
は
理
知
（
同
の
帥
ω
O
P
）
と
想
像
力
の
い
ず
れ
に
基
く
の
で
あ
る
か
。
先
ず
前
者
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
因
果
的
推
論
の
根
底
に
は
、
轟
然
未

　
　
経
験
的
な
事
物
の
事
例
と
、
す
で
に
経
験
さ
れ
た
同
種
類
の
事
物
の
事
例
と
の
間
に
お
け
る
類
似
、
即
ち
自
然
に
お
け
る
斉
一
性
（
§
学

　
　
｛
o
H
ヨ
搾
団
）
の
根
本
原
理
が
正
当
な
根
拠
を
も
つ
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
因
果
の
演
繹
的
推
論

　
　
（
篇
①
餌
＝
O
酔
一
く
O
　
陣
⇔
｛
①
H
①
づ
O
①
）
が
成
り
立
つ
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
大
前
提
　
　
「
い
ま
だ
観
察
さ
れ
な
い
事
例
と
す
で
に
観
察
さ
れ
た
岡
種
類
の
事
例
は
類
似
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

　
　
　
　
小
前
提
　
　
「
炎
の
観
察
事
例
は
今
ま
で
熱
を
伴
っ
て
い
た
」
。

　
　
　
　
結
　
論
　
　
「
し
た
が
っ
て
将
来
の
い
ま
だ
観
察
さ
れ
な
い
炎
も
熱
を
痒
う
扁
。

　
　
問
題
は
、
こ
の
因
果
的
推
論
に
お
け
る
結
論
の
正
当
性
を
に
な
う
大
前
提
と
し
て
の
斉
一
性
の
原
理
が
、
い
か
に
し
て
成
り
立
つ
か
、
で



　
　
あ
る
。

　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
絶
対
的
知
識
と
蓋
然
的
知
識
の
二
か
年
に
立
脚
し
て
、
次
の
よ
う
な
否
定
的
解
明
を
試
み
る
。
先
ず
我
々
は
自
然
の
経

　
　
過
に
変
化
を
考
え
る
事
が
出
来
、
そ
こ
に
変
化
の
可
能
性
が
存
す
る
故
に
、
斉
一
性
の
原
理
は
絶
対
的
知
識
に
基
く
事
は
出
来
な
い
。
何

　
　
故
な
ら
絶
対
的
知
識
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
反
対
を
思
う
事
自
体
が
、
論
理
的
矛
盾
に
よ
っ
て
直
ち
に
不
可
能
と
な
る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
例
え
ば
谷
の
な
い
山
は
自
己
矛
盾
と
し
て
考
え
る
事
が
出
来
ず
存
在
の
可
能
性
を
も
た
な
い
。
斉
一
性
の
原
理
は
、
思
考
可
能
の
原
則

　
　
（
昏
⑦
鷲
言
。
ぢ
δ
o
｛
o
o
鄭
。
⑦
一
く
9
ぴ
濠
な
）
の
適
用
に
よ
っ
て
、
絶
鯨
的
知
識
に
基
か
ず
論
理
的
正
当
性
を
有
し
な
い
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
　
も
か
し
他
方
、
蓋
然
的
知
識
に
よ
っ
て
も
こ
の
原
理
の
正
遇
性
の
証
明
は
可
能
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
当
の
蓋
然
的
知
識
自
体
が
す

　
　
で
に
過
去
の
恒
常
…
的
な
経
験
に
基
く
吝
慧
性
の
原
理
そ
の
も
の
を
必
要
と
す
る
た
め
、
こ
の
知
識
で
証
明
を
試
み
る
と
す
れ
ば
、
証
明
す

　
　
べ
き
原
理
が
証
明
さ
る
べ
き
原
理
を
先
取
す
る
心
嚢
に
な
り
、
所
謂
論
点
先
取
（
》
①
簿
6
鷲
診
。
曽
ε
の
誤
謬
推
理
に
商
い
っ
て
、
帰
納

　
　
と
斉
一
性
の
原
理
の
循
環
論
を
結
果
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
斉
一
性
の
原
理
は
過
去
の
経
験
に
訴
え
る
帰
納
的
正
絹
化
に
よ
っ
て
も
、

　
　
そ
の
理
論
的
正
当
性
を
証
明
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
因
果
的
推
論
が
演
繹
推
論
の
よ
う
な
妥
当
性
を
有
し
え
な
い
事
、
換
雷
す
れ
ば
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
似
の
事
・
例
の
反
復
が
一
般
的
命
題
発
想
の
論
理
的
根
拠
た
り
え
な
い
事
が
決
定
的
に
証
明
さ
れ
る
。

　
　
　
経
験
の
橿
常
性
に
基
く
因
果
的
推
論
の
理
論
的
正
轟
性
は
、
以
上
の
よ
う
に
絶
対
的
知
識
、
蓋
然
的
知
識
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
、
換

　
　
面
す
れ
ば
先
天
的
（
演
繹
的
）
に
も
後
天
的
（
帰
納
的
）
に
も
証
明
さ
れ
な
い
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
合
理
的
根
拠
不
在
の
証
明
は
、

　
　
批
界
の
事
実
的
認
識
が
合
理
的
に
可
能
で
あ
る
と
す
る
近
代
合
理
主
義
（
演
繹
法
に
し
ろ
帰
納
法
に
し
ろ
）
に
対
す
る
尖
鋭
的
な
懐
疑
の

　
　
面
明
で
あ
る
（
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
の
批
判
的
機
能
）
。
　
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
従
来
自
然
学
の
原
理
に
合
理
的
な
正
楽
性
を
保
証
し
て
き
た
理
知

　
　
の
創
造
的
機
能
に
対
す
る
批
判
か
ら
、
ひ
る
が
え
っ
て
諸
学
再
建
の
基
礎
論
た
る
べ
き
人
聞
学
確
立
の
新
た
な
地
平
を
発
見
せ
ん
と
す
る
。

　
　
経
験
と
観
察
に
よ
る
精
神
諸
学
樹
立
の
意
図
は
、
自
然
学
の
根
本
原
理
に
お
け
る
合
理
的
妥
凝
性
に
対
す
る
こ
の
懐
疑
論
に
根
ざ
す
と
い

　
　
え
る
。

49一　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
認
舗
識
熱
灘
に
お
け
る
儒
ズ
芯
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
九
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五
〇

　
し
た
が
っ
て
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
そ
の
正
当
性
が
証
賜
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
過
去
の
恒
常
的
経
験
か
ら
因
果
的
推
論
を
行
使

し
て
い
る
人
性
の
不
可
抗
的
な
購
常
的
事
実
を
、
さ
ら
に
積
極
的
に
理
知
な
ら
ぬ
新
た
な
想
像
力
の
機
能
に
訴
え
て
解
明
せ
ん
と
す
る

（
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
の
積
極
的
機
能
）
。
想
像
力
は
従
来
の
理
知
に
代
っ
て
、
印
象
の
多
様
を
総
合
し
新
た
な
認
識
の
地
平
を
開
く
べ
き
探

求
、
発
見
の
原
理
と
し
て
登
場
す
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
が
否
定
し
た
の
は
、
因
果
性
の
存
在
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
事
実
的
認
識
（
因
果
的
推

論
）
に
お
け
る
合
理
的
理
知
の
機
能
で
あ
っ
た
。
し
か
も
理
知
の
否
定
が
直
ち
に
哲
学
或
い
は
人
生
の
絶
望
を
意
味
し
な
い
。
こ
こ
に
は

理
知
の
抽
象
的
思
弁
と
独
断
を
排
し
、
あ
く
ま
で
も
経
験
的
事
実
に
即
し
て
人
性
の
問
題
を
究
署
せ
ん
と
す
る
リ
ア
ル
な
哲
学
的
工
！
ト

ス
が
脈
打
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
で
は
恒
常
的
経
験
の
場
合
、
我
々
は
何
の
理
由
も
な
い
に
拘
ら
ず
い
か
に
し
て
…
囚
果
的
推
論
を
行
使
す
る
の
か
。
擬
常
的
連
結
は
そ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

そ
も
二
つ
の
事
物
の
連
結
の
反
復
（
富
℃
①
ぼ
ぼ
。
浮
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
外
的
事
物
の
間
に
で
は
な
く
逆
に
我
々
の
内
に
、
人
間
的
効
果
と
し

て
一
つ
の
変
容
即
ち
習
慣
（
o
ロ
馨
9
戸
冨
び
δ
を
生
み
写
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
心
は
、
何
ん
ら
理
知
の
媒
介
な
し
に
無
自
覚
的
、
条
件
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

射
的
に
、
剰
る
　
定
方
向
へ
の
強
量
的
な
作
周
傾
向
を
も
つ
に
到
る
。
即
ち
認
識
主
体
は
、
習
慣
を
介
し
て
作
り
変
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

し
か
も
逆
に
想
像
力
が
、
こ
の
新
た
な
方
向
性
に
耳
蝉
さ
れ
て
相
互
作
用
的
に
対
象
に
向
か
い
、
　
一
つ
の
事
物
に
鷺
頃
伴
う
他
の
事
物
の

観
念
を
構
成
す
る
。
こ
の
場
合
一
つ
の
事
物
即
ち
現
在
印
象
（
こ
の
事
物
は
原
因
或
い
は
結
果
と
し
て
現
在
印
象
に
よ
り
知
覚
さ
れ
る
）

は
、
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
構
成
観
念
に
自
ら
の
勢
と
活
気
を
伝
達
す
る
。
い
わ
ば
現
在
印
象
は
想
像
力
の
開
降
し
た
水
路
を
通
し
て
関
係

す
る
観
念
に
運
気
を
伝
え
る
。
即
ち
想
像
力
と
印
象
の
協
同
作
用
は
、
生
き
生
き
と
活
気
に
あ
ふ
れ
た
観
念
を
産
出
し
観
念
の
信
念
性
を

成
立
さ
せ
る
。
我
々
は
こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
因
果
的
推
論
の
結
果
を
事
実
と
し
て
儒
じ
る
の
だ
。
こ
の
意
味
で
ヒ
ュ
ー
ム

は
、
信
念
（
げ
①
一
δ
｛
）
を
「
現
在
印
象
と
駁
合
し
た
生
気
あ
る
観
念
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
印
象
と
観
念
の
自
動
的
、
機

械
的
鯖
瀬
に
よ
る
信
念
解
明
は
、
自
然
界
に
お
け
る
物
質
の
運
動
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
立
脚
し
、
認
識
の
発
生
を
一
つ
の
自
然
過
程
的
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
把
握
し
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
自
然
と
人
間
を
本
質
的
に
同
一
視
す
る
方
法
論
的
態
度
が
前
提



　
　
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
信
念
生
成
が
以
上
の
よ
う
に
解
読
さ
れ
る
縛
、
必
然
的
結
合
と
し
て
の
因
果
性
の
観
念
は
、
我
々
に
と
っ
て
い
か
に
理
解
さ

　
　
れ
、
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か
。
即
ち
因
果
観
念
そ
の
も
の
の
起
源
の
問
題
で
あ
る
。
恒
常
的
連
結
が
我
々
の
内
に
習
慣
を
生
み
、
　
一
つ

　
　
の
事
物
か
ら
他
の
事
物
へ
移
る
べ
く
心
を
強
聾
す
る
事
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
　
一
方
か
ら
他
方
へ
の
轡
慣
的
推
移
は
、

　
　
内
省
が
働
く
時
、
観
察
者
の
心
に
一
定
方
向
へ
の
内
的
限
定
の
自
覚
を
生
む
。
我
々
は
こ
の
自
覚
を
介
し
て
自
製
限
定
を
感
じ
る
（
内
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
印
象
）
。
我
々
に
理
解
さ
れ
る
因
果
性
の
起
源
と
は
、
対
象
の
側
に
で
は
な
く
、
観
察
者
と
し
て
の
心
の
側
に
感
じ
ら
れ
る
こ
の
内
的

　
　
限
定
即
ち
内
的
必
然
性
な
の
だ
。
　
「
あ
っ
た
」
を
「
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
に
転
ず
る
も
の
、
　
「
こ
の
後
」
を
「
こ
れ
に
よ
っ
て
」
と
な
す

　
　
秘
密
は
、
こ
の
内
省
の
印
象
た
る
必
然
性
の
感
じ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
因
果
性
の
観
念
の
起
源
は
、
留
慣
に
基
く
内
的
限
定

　
　
の
自
覚
野
郎
ち
内
省
の
感
じ
と
し
て
、
認
識
主
体
の
心
理
学
的
地
平
で
解
明
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
理
知
の
必
然
性
に
帰
せ
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
た
因
果
性
が
感
じ
の
必
然
性
に
内
在
化
、
主
観
化
さ
れ
た
事
を
意
味
す
る
。

　
　
　
さ
て
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
因
果
的
推
論
に
お
い
て
働
く
想
像
力
を
永
劫
的
。
不
可
抗
的
、
普
遍
的
な
原
理
と
し
て
、
想
像
力
の
も
う
一
方
の

　
　
脆
弱
・
不
規
則
な
原
理
か
ら
区
別
す
る
。
因
果
的
推
論
に
お
い
て
想
像
力
が
渡
常
的
連
結
の
条
件
に
基
く
場
合
は
、
反
省
的
吟
味
に
耐
え

　
　
う
る
普
遍
的
な
規
則
性
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
規
鋼
性
は
、
個
翔
的
経
験
の
限
界
を
越
え
、
他
人
や
書
物
の
証
言
に
補
足
さ
れ

　
　
て
広
汎
な
範
囲
に
作
用
し
、
原
因
・
結
果
の
連
鎖
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
た
体
系
…
現
象
主
義
的
実
在
界
i
を
形
成
す
る
。
ヒ
ュ
…
ム
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
い
て
、
こ
の
普
遍
的
原
理
と
し
て
の
想
像
力
が
、
事
実
認
識
に
働
く
狭
義
の
経
験
的
知
性
（
§
精
興
馨
§
島
診
び
q
）
な
の
だ
。
判
断
や
推
理
或

　
　
い
は
原
照
結
果
を
判
定
す
る
「
ご
洋
風
翔
扁
（
飴
σ
Q
①
器
巨
毎
｝
⑩
）
が
こ
の
知
性
の
働
き
に
負
う
。
我
々
は
こ
の
　
般
規
制
の
適
用
に
よ
っ

　
　
て
、
因
果
関
係
に
お
け
る
偶
然
的
事
情
と
本
質
的
事
情
を
区
別
し
、
信
念
を
仮
象
や
熱
狂
か
ら
守
る
事
が
慮
来
る
。

　
　
　
ヒ
．
一
…
ム
は
、
原
因
・
結
果
を
判
定
す
る
一
般
規
鋼
の
確
立
に
よ
っ
て
、
本
盗
を
虚
想
、
熱
狂
か
ら
区
界
す
る
合
理
性
或
い
は
論
理
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
樹
立
し
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
想
像
力
の
普
遍
的
原
理
も
、
そ
れ
に
固
執
す
る
な
ら
ば
一
切
を
否
定
す
る
全
的
懐
疑
論
（
8
叶
巴

慨　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
…
ム
認
識
論
に
お
け
る
儒
念
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
「



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
蒼
十
三
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

52
1
　
ω
8
讐
惹
ω
ヨ
）
を
免
れ
な
い
の
で
あ
り
、
信
念
の
妥
当
性
を
保
証
す
る
根
拠
た
り
え
ず
、
結
局
は
蕊
述
の
印
象
の
勢
及
び
活
気
を
観
念
妥
当

　
　
性
の
究
極
根
拠
と
す
る
活
気
説
に
帰
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　
で
は
信
念
の
本
性
を
観
念
把
握
の
活
気
と
い
う
主
体
的
様
式
に
見
出
す
観
点
に
立
っ
て
、
果
し
て
信
念
の
妥
当
性
を
確
立
し
う
る
か
。

　
　
例
え
ば
虚
想
・
幻
想
等
が
異
様
な
興
奮
の
た
め
、
強
烈
な
活
気
を
え
る
場
合
、
果
し
て
正
嶺
な
信
念
と
虚
想
を
区
別
す
る
手
段
は
見
出
さ

　
　
れ
る
か
。
活
気
説
が
勢
及
び
活
気
と
い
う
心
理
学
的
確
実
性
に
立
脚
す
る
限
り
、
現
実
の
体
験
と
夢
或
い
は
幻
想
中
の
体
験
と
を
ど
の
よ

　
　
う
に
区
別
出
来
よ
う
か
。
　
「
脳
の
作
り
出
す
あ
ら
ゆ
る
妄
想
が
、
事
実
的
推
断
と
い
う
名
称
を
以
前
に
奉
っ
た
一
切
の
推
論
と
同
じ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
ま
た
蒔
と
し
て
感
官
の
印
象
と
さ
え
岡
じ
く
再
販
に
と
み
強
烈
な
の
だ
」
と
ヒ
ュ
ー
ム
が
い
う
蒔
、
結
局
は
藩
翰
と
虚
想
を
、
真
と
偽
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
或
い
は
正
気
と
狂
気
を
区
別
す
る
手
段
な
ど
存
し
な
い
、
と
の
さ
ん
た
ん
た
る
帰
結
を
も
た
ら
す
露
な
い
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
主
観
主

　
　
義
的
な
経
験
論
的
認
識
理
論
の
当
然
陥
い
る
べ
き
深
刻
な
破
綻
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
　
「
人
性
論
」
の
附
録
で
再
び
僑
念
の
固
有
な
本
性
に
つ
い
て
問
い
、
　
「
勢
・
活
気
・
蟹
固
（
。
。
o
財
黛
受
）
・

　
　
確
固
（
津
管
昌
Φ
の
。
。
）
・
不
動
（
ω
8
綿
甲
①
の
ω
）
」
と
様
々
な
規
定
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
結
局
信
念
の
完
全
な
定
義
は
不
可

　
　
能
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
認
識
主
体
個
々
の
直
接
的
な
感
じ
そ
の
も
の
に
訴
え
る
他
な
い
と
し
て
、
信
念
解
明
の
困
難
さ
を
告
白
し
て
い

　
　
（
1
0
）

　
　
る
。
し
か
し
右
の
信
念
規
定
の
多
様
性
は
、
　
「
諸
々
の
実
在
物
を
虚
想
よ
り
間
近
く
心
に
あ
ら
わ
し
、
思
惟
に
お
い
て
重
か
ら
し
め
、
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
緒
及
び
想
像
に
及
ぼ
す
影
響
を
さ
ら
に
優
ら
し
め
る
心
の
働
き
を
表
現
せ
ん
た
め
だ
扁
と
述
べ
、
儒
念
の
本
性
を
も
は
や
印
象
の
勢
及
び

　
活
気
の
伝
達
に
基
け
る
の
で
は
な
く
、
実
在
物
へ
の
一
層
馬
鐸
的
な
心
的
作
用
に
よ
っ
て
解
明
せ
ん
と
す
る
。
信
念
の
感
惜
説
は
、
な
お

　
　
ノ
エ
マ
的
な
印
象
（
活
気
説
）
の
立
場
を
よ
り
主
体
的
根
源
的
な
心
的
作
用
の
地
平
に
深
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
さ
ら
に
活
気
が
現
在
印
象
と
の
習
慣
的
連
結
か
ら
起
る
場
合
は
、
真
実
な
謙
る
も
の
（
・
。
o
醤
Φ
繰
言
σ
q
話
巴
が
あ
る
の
に
反
し
、
虚
想
は

　
　
い
か
に
灼
熱
し
強
烈
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
真
中
に
或
る
弱
い
不
完
全
な
も
の
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
信
念
の
本
性

　
　
が
も
は
や
活
気
の
単
な
る
強
烈
さ
に
還
元
し
え
な
い
、
重
る
異
質
な
感
じ
に
存
す
る
事
を
示
唆
す
る
。
ま
た
詩
的
熱
狂
と
真
面
目
な
確
信
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と
に
お
け
る
感
じ
の
根
違
の
原
囚
に
書
及
し
、
そ
れ
が
罷
る
程
度
ま
で
省
察
及
び
因
果
に
関
す
る
一
般
規
則
か
ら
生
ず
る
と
説
い
て
、
疑

念
の
生
成
過
程
に
お
け
る
規
則
性
、
論
理
性
を
反
省
し
、
信
念
の
真
実
性
の
根
拠
に
言
及
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
信
念
は
、
単
に
直
接
的
主
観
的
な
感
情
の
地
平
に
還
元
で
き
な
い
。
信
念
そ
の
も
の
は
、
い
か
に
特
異
な
感
じ
と
し
て
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

接
体
験
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
の
客
観
的
な
産
出
過
程
が
我
々
の
麦
配
出
来
な
い
恒
常
的
連
結
及
び
習
慣
に
基
く
規
則
性
を
有
す
る
た
め
、

真
実
な
或
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
省
察
・
反
省
に
よ
り
他
の
偶
然
的
事
情
に
よ
る
感
じ
か
ら
区
別
さ
れ
同
意
・
納
得
が
え
ら
れ
る
。
こ
の

意
味
で
特
異
な
感
じ
（
ご
）
・
。
島
霧
｛
㊦
①
臣
σ
q
）
は
、
単
な
る
直
接
知
に
つ
き
な
い
認
識
的
性
格
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
こ
に
普
遍
的

な
感
情
と
も
い
う
べ
き
特
異
な
認
識
の
地
平
が
闇
示
さ
れ
る
。
ヒ
ュ
…
ム
は
、
先
述
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
人
間
の
深
層
に
開
か
れ
る

真
実
な
感
じ
と
し
て
の
信
念
に
、
認
識
論
的
な
機
能
を
与
え
ん
と
す
る
。
こ
こ
で
従
来
の
知
的
認
識
的
主
観
は
、
新
た
に
情
的
認
識
的
主

体
と
し
て
根
本
的
に
と
ら
え
薩
さ
れ
る
。

　
以
上
感
情
説
は
、
僑
念
の
本
性
を
そ
の
生
成
過
程
の
規
鋼
性
、
法
則
性
の
省
察
を
通
し
て
、
満
塁
の
活
気
と
は
全
く
異
質
な
感
じ
に
兇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

出
す
点
で
、
確
か
に
一
歩
前
進
で
あ
り
活
気
説
の
修
正
に
依
違
な
い
。
し
か
し
こ
の
感
清
説
に
対
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
が
依
然
と
し
て
活

気
説
と
共
通
な
意
識
心
理
学
的
内
観
の
立
場
を
織
出
し
て
い
な
い
事
、
ま
た
そ
れ
が
単
な
る
感
じ
で
も
な
け
れ
ば
単
な
る
規
則
性
、
合
理

性
で
も
な
い
、
と
い
う
脱
出
の
す
べ
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
事
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
果
し
て
信
念
の
真
実
性
、
妥
当
性
を
十
分
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

試
す
る
か
、
と
問
う
事
が
出
来
、
感
情
説
が
理
論
の
経
験
へ
の
還
元
で
あ
り
、
妥
当
性
の
問
題
と
発
生
的
問
題
の
薩
接
的
野
　
化
で
あ
る

等
の
批
判
を
あ
び
せ
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
外
在
的
批
判
の
み
に
よ
っ
て
は
問
題
は
解
明
さ
れ
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
認
識

論
の
内
在
的
把
握
を
め
ざ
す
本
論
の
立
場
に
と
っ
て
、
ヒ
ュ
…
ム
が
最
終
的
に
は
こ
の
信
念
に
自
ら
を
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
て
い
る
限
り
、
彼

が
感
情
説
に
よ
っ
て
い
か
な
る
認
識
地
平
を
確
立
し
信
念
の
妥
当
性
を
解
明
し
た
か
を
ヒ
ュ
ー
ム
に
即
し
て
考
察
す
る
事
が
最
も
重
要
だ

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
残
さ
れ
た
根
太
・
問
題
を
、
次
の
外
的
世
界
の
信
念
と
合
せ
て
最
後
の
四
章
で
取
扱
う
事
に
す
る
。

　
（
1
）
　
一
般
的
導
師
律
と
は
、
　
「
お
よ
そ
存
在
に
始
元
を
聾
す
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
必
然
的
に
原
懸
を
有
す
」
と
い
う
普
遍
的
命
題
を
さ
し
、
特
殊

　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
に
お
け
る
信
念
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
三
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五
鰯

　
的
膿
果
律
と
は
「
某
の
原
因
か
ら
菓
の
結
果
へ
の
必
然
的
な
推
論
」
の
意
味
で
あ
る
。
ヒ
ュ
…
ム
は
普
遍
的
原
理
と
し
て
の
函
果
性
と
経
験
の
具
体

　
面
に
働
く
囲
果
性
と
を
区
別
す
る
。

（
2
）
　
も
っ
と
実
際
は
薫
分
法
一
縛
れ
は
蓋
然
的
知
識
を
さ
ら
に
比
較
的
礁
厭
な
照
果
的
知
識
と
不
確
か
な
狭
義
の
蓋
然
的
知
識
に
二
分
す
る
立
場
…

　
に
立
脚
し
て
い
る
と
の
見
方
も
鐵
来
る
。
ま
た
分
析
的
判
断
で
あ
る
数
学
的
知
識
も
蓋
然
的
と
晃
れ
ば
、
二
分
法
は
問
題
と
な
る
。
全
的
懐
疑
論
を

　
主
張
す
る
時
の
ヒ
ュ
…
ム
の
立
場
が
こ
れ
で
あ
る
。

（
3
）
　
ヒ
ュ
ー
ム
は
こ
の
連
結
を
印
象
間
の
連
結
と
も
事
物
問
の
連
結
と
も
い
っ
て
い
る
。
即
ち
印
象
と
事
物
は
交
換
可
能
な
（
ぎ
富
容
ゲ
§
α
q
o
獅
窪
Φ
）

　
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

（
4
）
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
園
果
性
批
判
は
、
現
実
世
界
か
ら
世
界
創
造
の
原
因
と
し
て
の
神
の
存
在
を
推
論
す
る
因
果
律
か
ら
、
そ
の
妥
当
性
を
う
ば
う
点

　
で
も
、
伝
統
的
な
形
蒲
上
学
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
神
の
存
在
証
明
に
強
力
な
懐
疑
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
懸
果
律
に
対
す
る
懐
疑
的
帰
結
の
妥
楽
性
は
、
恒
常
的
連
結
（
事
例
の
反
復
）
に
よ
る
鰹
果
的
推
論
の
根
拠
は
何
か
、
と
い
う
問
題
の

　
た
て
方
の
妥
当
性
に
帰
藩
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
ム
の
設
問
は
、
帰
納
法
を
ベ
ー
コ
ン
が
否
認
し
た
「
単
純
枚
挙
に
よ
る
帰
納
」
に
ま
で
逆
も

　
ど
り
さ
せ
る
も
の
だ
、
と
の
批
判
が
市
井
三
短
気
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
（
「
哲
学
的
分
析
」
・
市
井
三
郎
著
一
手
九
頁
）
。

（
5
）
　
先
に
事
件
の
反
復
は
一
般
化
に
何
ん
ら
の
根
拠
を
与
え
る
も
の
で
な
い
事
が
証
明
き
れ
た
の
で
あ
る
が
、
　
「
事
例
の
反
復
」
優
位
の
思
想
そ
の

　
も
の
は
、
積
極
的
な
認
識
論
に
お
い
て
も
鱈
念
を
誘
発
す
る
条
件
と
し
て
固
持
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
こ
の
解
明
に
よ
っ
て
、
経
験
的
継
起
よ
り
以
上
の
、
困
果
の
必
然
的
結
合
と
は
、
そ
の
実
我
々
に
と
っ
て
は
心
理
学
的
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
事

　
が
鋸
呈
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
内
的
必
然
性
が
心
の
潔
癖
に
よ
っ
て
対
象
化
き
れ
、
客
観
的
な
事
物
の
関
係
と
し
て
想
定
さ
れ
儒
じ
ら
れ
る
と
説
い

　
て
い
る
。
こ
れ
が
人
性
の
事
実
の
心
理
主
義
的
分
析
に
す
ぎ
ず
、
何
ん
ら
内
的
必
然
性
の
客
観
的
意
義
に
関
す
る
認
識
論
的
問
題
の
解
明
で
な
い
事

　
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
7
）
　
こ
こ
で
狭
義
と
は
、
情
緒
（
唱
霧
。
α
一
9
疑
）
と
区
別
き
れ
る
限
り
で
の
、
精
神
活
動
の
知
的
側
薩
を
総
括
す
る
広
義
に
対
し
て
の
意
昧
で
あ
る
。
し

　
か
し
こ
の
知
性
と
等
姫
き
れ
る
想
像
力
は
、
そ
れ
が
纐
象
の
慣
常
的
連
結
と
い
う
条
件
に
基
き
そ
れ
に
麟
約
き
れ
る
限
り
、
根
本
的
に
は
受
動
的
機

　
械
的
な
性
格
の
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
「
探
求
の
能
力
」
と
し
て
の
想
像
力
は
、
も
っ
と
自
発
的
能
動
的
な
機
能
を
果
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
8
）
　
全
的
懐
疑
論
と
は
、
蓋
然
的
知
識
が
反
省
的
観
点
か
ら
理
知
の
吟
味
に
き
ら
さ
れ
、
理
論
的
確
実
性
が
問
わ
れ
る
時
、
最
初
の
判
断
は
次
第
に

　
確
証
の
度
を
減
じ
、
つ
い
に
は
絶
滅
す
る
故
に
、
我
々
は
侮
も
の
も
確
か
に
は
知
り
え
な
い
、
と
す
る
観
点
で
あ
る
、
即
ち
最
初
の
判
断
が
蓋
然
的

　
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
判
断
機
能
警
体
の
弱
き
に
基
く
新
た
な
不
確
実
が
発
見
き
れ
、
き
ら
に
こ
の
判
断
に
対
す
る
評
価
自
体
の
不
確
実
が
無
わ
る
。



　
こ
の
よ
う
に
測
断
作
図
が
無
限
に
反
省
さ
れ
る
時
、
確
実
性
は
全
く
無
に
帰
す
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
ヒ
ュ
ー
ム
は
知
識
の
二
分
法
を
否
定
し
、
絶

　
対
善
知
識
を
含
め
て
あ
ち
ゆ
る
知
識
は
薫
然
的
で
あ
る
、
と
の
見
方
を
し
て
い
る
。
数
学
的
知
識
の
規
則
自
体
は
確
実
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
具
体
的

　
適
罵
に
お
い
て
我
々
の
能
力
は
誤
ま
る
事
も
あ
る
故
に
、
数
学
的
知
識
も
蓋
然
的
で
あ
る
と
す
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
こ
の
懐
疑
論
で
判
断
作
用
そ
の
も

　
の
へ
の
デ
カ
ル
ト
的
懐
疑
を
徹
底
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
重
要
な
誤
り
が
あ
る
。
例
え
ば
「
あ
る
出
来
事
が
％
の
蓋
然
性
を
も
つ
」
と

　
い
う
戦
断
に
お
い
て
、
こ
の
戦
断
轡
体
に
％
の
蓋
然
性
し
か
な
い
事
が
反
省
き
れ
た
場
合
、
先
の
出
来
事
の
凝
然
性
は
％
に
減
少
す
る
事
に
な
る

　
が
、
判
断
自
体
の
蓋
然
性
は
出
来
事
の
蓋
然
性
を
含
む
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
に
か
く
ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
れ
ば
蓋
然
性
に
確
実
性
を
求
め
よ

　
う
と
す
れ
ば
我
々
は
全
的
懐
疑
論
に
眠
い
る
。
し
か
し
我
々
が
藩
然
的
知
識
を
信
じ
続
け
る
の
は
何
故
か
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
主
張
は
、
そ
れ
は
理
知
的

　
な
確
実
性
に
よ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
事
な
の
だ
。

（
9
）
庫
㊦
a
ω
①
◆
b
ご
ぎ
H
．
℃
舞
叶
舅
ω
①
。
炉
×
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（
1
0
）
　
「
人
性
論
」
の
本
文
で
、
す
で
に
信
念
の
本
盤
を
正
確
に
藷
る
事
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
事
、
儒
念
を
勢
や
活
気
で
定
義
す
る
事
で
満
足
し

　
て
い
る
の
で
は
な
い
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。
信
念
の
定
義
に
関
し
て
主
観
童
義
の
迷
路
に
斎
い
り
な
が
ら
、
他
方
こ
の
よ
う
な
不
満
と
反
省
と
緊
張

　
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
岡
書
・
第
　
篇
・
第
三
部
。
第
八
節
）
。

（
1
1
）
　
↓
お
葺
置
①
ウ
》
℃
℃
Φ
鵠
象
〆

（
1
2
）
　
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
こ
の
感
じ
に
つ
い
て
、
　
「
意
志
に
依
存
し
な
い
詣
る
も
の
で
、
我
々
の
支
配
出
来
な
い
一
定
限
の
原
因
及
び
原
理
か
ら
起
る
」

　
（
人
性
論
・
附
録
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
こ
の
修
正
に
は
、
必
要
な
問
題
が
出
現
す
る
。
そ
れ
は
、
活
気
と
は
異
質
な
感
じ
が
い
か
に
し
て
活
気
を
本
性
と
す
る
印
象
と
想
像
力
の
協
岡

　
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
産
出
可
能
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
或
い
は
印
象
と
観
念
の
鼠
別
を
「
特
異
な
感
じ
扁
の
観
点
か
ら
根
本
的
に
修
正

　
す
べ
き
な
の
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
両
者
を
二
分
し
た
自
然
学
的
な
数
盤
主
義
の
原
理
に
よ
っ
て
、
こ
の
感
じ
が
い
か
に
し
て
導
出
さ
れ
る

　
の
か
。
感
情
説
へ
の
修
正
は
、
逆
に
経
験
分
析
の
原
理
と
矛
盾
し
、
認
識
理
論
の
根
底
を
お
び
や
か
す
由
々
し
い
問
題
を
提
起
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
4
）
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
恒
常
的
連
結
に
よ
っ
て
急
難
律
を
解
明
す
る
理
論
に
は
、
そ
れ
が
観
た
な
現
象
・
一
二
き
り
の
現
象
に
お
け
る
照
果
的
認
識
を
不

　
可
能
に
し
、
他
方
客
観
的
に
は
思
量
関
係
に
な
い
現
象
を
因
果
関
係
と
誤
認
き
せ
る
点
で
致
命
的
な
問
題
点
の
あ
る
事
が
、
わ
が
国
の
研
究
家
に
よ

　
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
「
カ
ン
ト
哲
学
の
研
究
」
、
哲
学
会
編
、
困
果
律
と
決
定
論
、
下
縫
武
雄
著
参
照
）
。
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三
　
－
外
的
世
界
の
信
念
1

五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
外
的
実
体
の
問
題
は
、
因
果
性
と
は
別
個
に
「
人
性
論
」
第
一
篇
第
四
部
第
二
節
で
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
で
実
在
論
の
立
場

か
ら
、
物
体
の
存
在
の
有
無
を
問
う
事
は
、
そ
れ
が
一
切
の
論
究
に
お
い
て
許
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
故
に
無
駄
だ
と
述
べ
、
基
本
的
な

発
生
的
考
察
の
観
点
か
ら
、
閥
題
の
所
在
を
物
体
の
存
在
を
儒
じ
さ
せ
る
原
因
の
心
理
学
的
究
盟
に
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
物
体

（げ

B
餌
ざ
①
曇
。
諺
巴
≦
o
乙
鳥
）
の
認
識
論
的
定
義
と
し
て
、
「
連
続
的
存
在
」
（
8
導
音
銭
瓢
α
韓
Φ
鯨
ω
滞
⇔
8
）
と
我
々
の
心
や
知
覚
か
ら
門
励

具
な
存
在
」
（
象
ω
甑
⇒
o
口
く
①
Φ
邑
ω
富
琴
の
）
を
あ
げ
、
批
判
的
及
び
建
設
的
意
図
に
立
っ
て
こ
の
物
体
存
在
の
信
念
を
産
出
す
る
の
は
感
官

か
、
理
知
か
、
想
像
力
か
を
問
題
と
す
る
。

　
先
ず
感
官
に
対
す
る
否
定
的
論
究
か
ら
始
め
る
な
ら
、
感
官
が
遮
続
的
存
在
と
い
う
観
念
を
産
出
す
る
事
は
、
そ
の
た
め
に
は
感
窟
は

作
用
し
て
な
い
時
も
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
故
に
、
名
辞
の
矛
盾
と
い
う
事
態
に
直
面
す
る
。
ま
た
感
宮
が
別
飼
な
存
在
の
観
念
を
産
出
す

る
場
合
、
感
官
は
印
象
を
別
個
な
対
象
の
再
現
と
し
て
表
わ
す
の
か
、
別
偲
な
対
象
そ
れ
自
体
と
し
て
表
わ
す
の
か
。
第
一
の
再
現
説
は
、

そ
れ
が
別
個
な
存
在
の
再
現
を
闊
題
に
す
る
も
の
と
し
て
、
薩
接
的
な
所
与
の
背
後
に
感
官
の
か
か
わ
り
え
な
い
推
論
の
結
果
た
る
何
も

の
か
を
予
想
す
る
限
り
、
感
官
に
基
く
事
は
鵬
来
な
い
。
感
官
は
心
に
直
接
出
現
す
る
も
の
を
伝
え
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
何
も
の
に

も
か
か
わ
ら
な
い
か
ら
だ
。
第
二
の
感
官
が
我
々
よ
り
別
個
な
対
象
自
体
を
表
わ
す
、
と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
、
別
儂
な
対
象
及
び
我

我
が
感
嘗
そ
の
も
の
に
す
で
に
明
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
我
々
膚
身
と
い
う
岡
一
性
の
豊
浜
は
難
解
で
感
富
の
み
に
よ
っ
て
解
明

さ
れ
よ
う
が
な
く
、
ま
た
感
官
が
別
個
な
即
ち
外
的
、
独
立
的
な
対
象
を
表
わ
す
、
と
い
う
観
点
も
無
根
拠
な
錯
誤
で
あ
る
。
先
ず
対
象
の

外
在
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
ら
、
例
え
ば
私
が
何
か
を
書
い
て
い
る
場
合
、
紙
、
卓
子
、
壁
、
窓
等
は
身
体
の
外
に
存
在
す
る
も
の
と

し
て
知
覚
さ
れ
る
が
、
現
象
主
義
的
観
点
か
ら
い
え
ば
、
身
体
が
認
識
論
的
に
は
感
官
の
印
象
に
還
元
さ
れ
る
故
に
、
そ
れ
を
基
準
に
し

て
論
議
す
る
事
は
、
所
謂
論
点
先
取
の
誤
謬
推
理
に
陥
い
る
。
ま
た
早
年
に
よ
っ
て
対
象
の
独
立
性
が
知
ら
れ
る
た
め
に
は
、
我
々
よ
り



　
　
の
知
覚
の
独
立
性
が
成
り
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
平
凡
な
日
常
的
経
験
に
よ
っ
て
も
一
切
の
知
覚
は
認
識
主
体
の
諸
器
宮
、
神
経
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
動
物
精
気
の
性
向
に
基
く
事
が
明
ら
か
で
あ
る
故
に
、
知
覚
は
何
ん
ら
我
々
か
ら
独
立
で
は
な
い
。
知
覚
の
独
立
性
は
経
験
の
保
証
を
欠

　
　
く
の
だ
。

　
　
　
従
来
感
官
の
印
象
に
は
、
物
体
の
「
形
、
運
動
、
固
性
」
（
所
謂
第
一
性
質
）
と
、
　
「
色
、
音
、
熱
、
寒
」
（
第
二
性
質
）
及
び
「
身
体

　
　
的
笹
蟹
」
の
三
種
が
あ
り
、
哲
学
者
は
第
一
種
の
印
象
に
連
続
性
を
帰
し
、
一
般
の
俗
衆
は
第
二
種
の
印
象
も
同
様
に
考
え
、
第
三
種
の

　
　
印
象
の
み
が
両
者
に
よ
っ
て
単
な
る
内
的
知
覚
と
み
ら
れ
て
き
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
バ
ー
ク
リ
の
現
象
主
義
的
観
点
を
踏
襲
し
な
が
ら
、

　
　
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
区
別
に
反
ば
く
し
、
内
観
的
分
析
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら
三
種
の
印
象
様
式
を
感
官
が
判
定
者
で
あ
る
限
り
全
く
同

　
　
様
で
あ
る
と
断
定
す
る
。
こ
れ
ら
全
印
象
は
直
接
心
に
現
れ
る
限
り
、
足
腰
に
知
覚
と
し
て
在
る
が
ま
ま
に
現
れ
る
。
し
た
が
っ
て
第
二

　
　
性
質
が
対
象
に
存
し
な
い
と
す
れ
ば
第
一
性
質
も
例
外
で
は
な
い
の
だ
。
い
わ
ば
全
印
象
は
認
識
論
的
な
価
値
に
関
し
て
は
、
優
劣
の
つ

　
　
か
な
い
中
性
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
感
宮
の
み
に
依
存
す
る
時
、
そ
の
印
象
が
原
子
的
、
消
滅
的
存
在
で
あ
る
限
り
、
対
象
世
界
は
単
に

　
　
非
連
続
的
な
知
覚
の
断
片
に
還
元
さ
れ
る
他
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
感
官
の
み
か
ら
は
物
体
存
在
の
観
念
を
産
被
し
え
な

　
　
い
と
し
て
、
　
「
感
官
に
よ
る
物
体
の
知
覚
」
に
対
す
る
懐
疑
を
表
明
す
る
。

　
　
　
し
か
し
他
方
、
こ
の
物
体
の
観
念
が
理
知
に
基
い
て
産
出
さ
れ
る
の
で
も
な
い
事
は
、
無
学
な
大
衆
が
理
知
に
反
し
て
知
覚
と
対
象
を

　
　
同
一
視
し
、
外
的
世
界
を
堅
く
信
じ
て
い
る
事
実
か
ら
明
白
で
あ
る
。
彼
等
は
哲
学
的
議
論
に
よ
っ
て
外
的
世
界
を
信
じ
る
の
で
は
な
い
。

　
　
ま
た
も
し
知
覚
と
対
象
を
区
別
す
る
反
省
的
観
点
に
立
つ
と
し
て
も
、
推
論
は
知
覚
と
は
劉
個
な
物
体
に
で
は
な
く
、
知
覚
の
現
象
界
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
の
み
有
効
な
の
だ
か
ら
、
理
知
に
よ
っ
て
知
覚
か
ら
物
的
存
在
を
推
論
す
る
事
は
出
来
な
い
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
感
官
と
理
知
の
機
能
を
物
体
存
在
の
観
念
産
出
に
か
か
わ
ら
な
い
と
し
て
順
次
否
定
し
、
最
後
に
積
極
的
肯
定
面
と
し
て

　
　
想
像
力
に
よ
る
解
鴫
を
論
究
の
主
題
と
す
る
。
し
か
も
基
本
的
に
は
因
果
性
の
場
合
と
平
行
的
な
、
即
ち
外
的
世
界
の
信
念
は
印
象
の
特

　
　
異
な
性
質
と
想
像
力
の
諸
性
質
の
協
同
に
基
く
、
と
の
観
点
か
ら
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
求
し
て
い
る
。

57一　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
…
ム
認
識
論
に
お
け
る
儒
念
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



158

　
　
　
　
誓
学
研
究
　
第
五
百
十
三
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
連
続
的
存
在
の
帰
せ
ら
れ
る
形
象
の
印
象
は
、
単
に
主
観
に
依
存
し
て
不
断
に
変
化
す
る
も
の
と
違
い
、
特
異
な
憶
常
性
（
O
O
⇔
ω
叶
螢
⇔
O
団
）

が
あ
る
。
例
え
ば
眼
前
の
山
、
家
、
樹
等
は
、
知
覚
が
中
断
さ
れ
た
後
も
陶
じ
斉
二
的
な
…
様
式
で
我
々
の
知
覚
に
復
帰
し
、
中
断
に
よ
っ

て
変
化
し
な
い
高
度
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
骨
継
性
は
、
我
々
の
麦
配
出
来
な
い
所
与
条
件
と
し
て
、
い
わ
ば
対
象
の
時
間
的
経
過
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
＞

お
け
る
同
一
性
（
類
似
性
）
、
或
い
は
無
変
化
性
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
で
は
こ
の
印
象
の
擬
常
性
の
場
合
、
連
続
的
存
在
の
信
念
は
い
か
に
し
て
産
出
さ
れ
る
か
。
先
ず
第
｛
段
階
に
お
い
て
、
標
準
的
な
場

合
と
し
て
の
対
象
の
自
巴
同
一
性
即
ち
偲
体
性
（
凶
ゆ
第
一
く
一
曲
ζ
餌
帥
一
〇
β
）
の
原
理
が
究
賜
さ
れ
る
。
対
象
の
自
己
購
一
性
（
ω
Φ
宇
箆
①
簿
紳
馨
）
は
、

唯
一
の
対
象
の
観
察
に
よ
っ
て
も
、
逆
に
多
数
的
存
在
の
観
察
に
よ
っ
て
も
共
に
不
可
能
で
あ
る
。
前
者
は
せ
い
ぜ
い
単
一
性
（
環
三
論
）

の
観
念
を
与
え
る
だ
け
で
あ
り
、
後
者
は
単
な
る
多
（
ゆ
ニ
ヨ
げ
興
）
の
観
念
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
対
象
の
自

己
岡
一
性
は
、
単
一
性
と
多
の
統
一
、
い
わ
ば
不
変
な
対
象
が
持
続
的
変
化
を
享
有
す
る
事
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
し
か
し
持
続
観
念
耶

ち
時
間
観
念
の
導
入
は
想
像
の
虚
想
に
基
く
。
不
変
な
対
象
に
持
続
的
変
化
を
持
込
む
事
は
、
主
体
の
側
の
想
像
に
よ
る
以
外
に
な
い
か

ら
で
あ
る
。
さ
て
不
変
な
対
象
に
時
間
を
導
入
す
る
時
、
対
象
を
二
つ
の
見
方
に
よ
っ
て
眺
め
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
時
間
の
任
意
の
二

点
に
お
い
て
同
時
に
、
つ
ま
り
時
間
を
横
の
関
係
に
客
観
化
（
空
熔
化
）
し
て
対
象
を
眺
め
る
見
方
（
こ
れ
は
対
象
の
多
の
観
念
を
与
え

る
）
と
、
二
点
の
時
間
的
隔
り
に
お
い
て
、
即
ち
縦
の
時
間
的
継
起
に
よ
っ
て
簿
象
を
眺
め
る
見
方
（
こ
れ
は
対
象
の
中
断
し
な
い
単
一

の
観
念
を
与
え
る
）
で
あ
る
。
時
間
を
客
観
化
す
る
前
者
と
、
他
方
時
間
を
主
体
的
に
眺
め
る
後
者
の
両
観
点
を
ふ
ま
え
、
主
客
の
い
ず

れ
に
も
偏
し
な
い
中
間
的
観
点
に
立
つ
事
に
よ
っ
て
、
多
で
あ
る
鰐
象
が
単
に
多
で
な
く
岡
時
に
単
一
な
も
の
、
即
ち
自
己
同
一
な
も
の

と
の
見
方
が
成
り
立
つ
。
以
上
不
変
な
対
象
に
軍
閥
を
導
入
す
る
事
に
よ
っ
て
対
象
の
自
己
同
一
性
が
成
立
す
る
時
、
個
体
性
の
原
理
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
仮
定
さ
れ
た
時
間
変
動
を
通
じ
て
の
或
る
対
象
の
無
変
動
と
無
中
断
に
他
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
問
題
の
知
覚
が
中
断
を
含
み
、
個
体
性
の
原
理
の
う
ち
、
無
変
動
即
ち
斉
一
的
な
復
帰
を
有
す
る
だ
け
に
拘
ら
ず
、
い
か
に
し

て
知
覚
の
衝
一
性
（
連
続
的
存
在
）
が
産
出
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
場
合
問
題
が
単
に
客
観
的
な
見
方
の
み
で
は
解
明
さ
れ
な
い
赦
に
、
ヒ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ユ
ー
ム
は
、
標
準
的
な
欄
体
性
の
場
合
の
認
識
主
体
の
心
的
性
向
と
、
羅
下
の
相
互
に
類
似
す
る
知
覚
が
復
帰
す
る
堂
舎
の
心
的
性
向
に

着
目
し
、
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
事
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
先
ず
対
象
の
完
全
な
自
己
同
一
の
場
合
は
、
対
象
が
無
変
動
、
無
中

断
で
あ
る
た
め
、
心
は
想
像
に
よ
っ
て
何
の
変
化
も
な
く
瞬
間
か
ら
瞬
間
へ
円
滑
に
進
行
す
る
。
ま
た
類
似
な
知
覚
の
櫨
常
性
の
場
合
も

同
様
に
、
観
念
は
自
然
的
関
係
（
類
似
の
醐
係
）
に
よ
っ
て
容
易
に
結
合
さ
れ
、
一
つ
の
観
念
か
ら
他
の
観
念
へ
の
想
像
の
移
行
は
円
滑

で
あ
る
。
即
ち
両
者
は
心
的
移
行
の
円
滑
性
と
い
う
周
じ
性
向
を
も
つ
。
し
か
も
「
心
を
同
　
性
ま
た
は
旛
似
の
性
向
に
置
く
観
念
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

す
べ
て
甚
だ
混
岡
さ
れ
や
す
い
」
と
い
う
性
向
説
（
感
ω
唱
霧
惹
。
⇒
聾
8
吋
《
）
か
ら
、
両
者
の
観
念
（
紺
象
）
は
混
同
さ
れ
、
類
似
な
知
覚

に
中
断
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
自
己
陶
一
性
が
帰
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
嗣
一
化
は
、
想
像
の
自
然
な
虚
夢
の
結
果
と
し
て
、
厳
密
に
は

性
質
的
に
類
似
し
て
い
る
知
覚
が
、
数
的
に
も
同
一
で
あ
る
と
す
る
、
所
謂
性
質
的
同
｝
性
（
ぬ
葛
一
一
叶
貯
の
箆
窪
甑
¢
）
と
数
的
同
一
性

（
量
ヨ
鼠
£
雛
①
馨
ξ
）
の
混
同
に
基
く
も
の
で
あ
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
問
題
の
知
覚
は
、
い
か
に
高
度
の
類
似
性
を
有
す
る
と
は
い
え
、
反
省
的
観
点
に
立
て
ば
、
そ
の
出
現
の
中
断
は
岡
一
性
に

反
紺
で
あ
る
以
上
、
我
々
は
知
覚
の
同
一
性
と
個
別
性
の
矛
盾
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
矛
盾
は
心
に
不
快
感
或
い
は
不
安
感
（
反

省
の
印
象
）
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
。
し
か
し
心
は
こ
の
不
快
感
に
安
住
出
来
な
い
の
で
あ
っ
て
、
潮
影
の
不
安
か
ら
脱
畠
す
べ
く
、

類
似
す
る
知
覚
に
同
一
性
を
帰
す
る
自
然
な
難
癖
（
箕
○
℃
①
霧
陶
蔓
）
に
従
っ
て
、
知
覚
の
連
続
的
存
在
を
仮
定
す
る
。

　
し
か
し
知
覚
の
出
現
の
中
断
と
そ
の
連
続
的
存
在
と
は
自
家
撞
着
で
あ
り
不
合
理
で
は
な
い
か
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
第
一
に
知
覚
が
消
滅

し
な
い
で
心
か
ら
姿
を
消
す
事
、
第
二
に
知
覚
が
新
し
く
創
造
さ
れ
な
い
で
再
び
心
に
現
れ
る
事
に
い
か
に
し
て
納
得
出
来
る
か
の
疑
問

に
置
き
か
え
て
こ
の
問
題
を
解
達
す
る
。
即
ち
心
に
お
け
る
知
覚
の
出
没
が
知
覚
の
創
造
と
消
滅
を
意
味
し
な
い
事
が
い
え
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
、
心
を
個
々
の
知
覚
の
集
合
（
o
o
濠
。
臨
9
μ
）
し
か
も
一
定
の
関
係
に
基
い
て
三
舎
さ
れ
た
有
機
的
な
集
合
体

と
見
る
観
点
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
原
予
論
の
原
則
に
よ
っ
て
、
一
切
の
知
覚
は
他
の
個
別
的
な
知
覚
か
ら
区
別
出
来
、
分

離
し
て
存
在
し
う
る
故
に
、
特
殊
な
知
覚
は
知
覚
の
集
合
体
た
る
心
か
ら
分
離
出
来
る
。
知
覚
が
知
覚
の
ま
ま
で
心
か
ら
姿
を
消
す
事
が

　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
に
お
け
る
信
念
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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六
〇

60
1
　
不
合
理
で
な
い
な
ら
ば
、
逆
に
知
覚
が
新
し
く
創
造
さ
れ
な
い
で
心
に
現
れ
る
事
も
不
可
能
で
は
な
い
。
即
ち
外
的
対
象
を
見
る
、
感
じ

　
　
る
と
は
、
対
象
が
知
覚
の
有
機
的
結
合
体
た
る
心
と
関
係
を
も
ち
、
対
象
（
知
覚
）
が
心
に
現
れ
る
事
で
あ
り
、
逆
に
見
な
い
、
感
じ
な

　
　
い
場
合
は
、
対
象
が
心
と
の
関
係
を
断
ち
、
知
覚
が
心
か
ら
分
離
す
る
事
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
知
覚
の
中
断
を
伴
う
出
現
は
s
必

　
　
ず
し
も
知
覚
の
存
在
の
中
断
を
意
味
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
知
覚
の
連
続
的
存
在
の
仮
定
は
、
何
ん
ら
矛
盾
、
不
合
理
を
含
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
し
か
し
先
に
臼
常
的
経
験
に
て
ら
し
て
、
　
一
切
の
知
覚
の
非
独
立
性
が
明
ら
か
で
あ
る
事
を
思
え
ば
、
こ
の
い
わ
ば
不
感
的
な
連
続
的

　
　
存
在
の
仮
定
が
、
経
験
的
な
根
拠
を
欠
く
も
の
で
あ
る
事
は
論
を
ま
た
な
い
。
ま
た
ヒ
ュ
ー
ム
が
心
的
な
知
覚
と
心
か
ら
儲
蓄
な
物
体
存

　
　
在
と
を
明
確
に
区
別
し
て
論
議
を
進
め
て
来
た
立
場
を
反
省
す
る
時
、
心
か
ら
分
離
さ
れ
る
特
殊
な
知
覚
の
仮
定
は
、
論
理
的
な
矛
盾
に

　
陥
っ
て
い
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
連
続
的
存
在
仮
定
の
妥
当
性
に
関
し
て
聞
題
が
残
る
の
で
あ
り
、
こ
の
仮
定
は
、
ヒ
ュ
…
ム
自
ら
が
断

　
定
し
て
い
る
通
り
、
想
像
の
自
然
な
向
癖
に
基
く
捏
造
（
憲
α
q
謁
）
だ
と
規
定
す
る
の
が
盃
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
だ
が
ヒ
ュ
…
ム
は
一
見
奇
妙
に
感
じ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
撰
造
物
を
我
々
は
放
棄
す
る
ど
こ
ろ
か
積
極
的
に
信
ず
る
と
述
べ
、
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
び
活
気
説
に
た
ち
帰
っ
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
即
ち
今
ま
で
中
断
の
後
に
復
帰
し
た
知
覚
の
類
似
（
記
憶
印
象
に
基
く
）
は
、
中
断

　
　
し
た
知
覚
を
自
己
同
一
と
考
え
る
性
向
を
生
み
、
さ
ら
に
中
断
か
ら
生
ず
る
矛
盾
（
不
安
感
）
を
脱
出
す
べ
く
、
連
続
的
存
在
の
虚
想
を

　
　
捏
造
す
る
向
癖
を
生
み
趨
し
た
の
だ
。
つ
ま
り
連
続
的
存
在
の
観
念
自
体
が
、
知
覚
の
類
似
を
示
す
記
憶
印
象
か
ら
、
自
然
的
、
反
省
的

　
関
係
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
限
り
、
現
存
す
る
記
憶
印
象
（
こ
れ
に
は
現
在
印
象
も
含
ま
れ
る
）
が
、
関
係
す
る
連
続
的
存

　
　
在
の
観
念
に
、
そ
の
勢
や
活
気
を
伝
達
す
る
の
は
、
人
性
の
一
般
原
則
に
基
く
当
然
の
帰
結
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
て
我
々
は
、
連
続
的

　
存
在
の
活
気
を
お
び
た
観
念
即
ち
信
念
を
得
る
事
が
娼
来
る
。
い
わ
ば
物
的
実
体
は
、
以
上
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
入
髪
の
心
理
学
的

　
　
な
信
念
に
解
体
、
還
元
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
西
果
性
の
信
念
生
成
に
お
い
て
中
心
的
な
働
き
を
も
っ
た
観
念
覇
合
の
原
理
よ
り
か
、
心
の

　
性
向
や
向
癖
が
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
核
心
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
事
を
君
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
即
ち
前
述
し
た
通
り
類
似
す
る
知
覚
に
同

　
　
一
性
を
帰
す
る
根
拠
と
し
て
の
糧
似
な
心
的
性
向
、
さ
ら
に
知
覚
の
同
～
性
と
個
別
性
の
矛
盾
を
克
服
す
べ
く
連
続
的
存
在
を
仮
定
し
た

ζ
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（
8
）

心
の
向
癖
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
心
的
主
体
面
の
強
調
は
、
因
果
性
の
場
合
に
比
較
し
て
思
考
法
の
変
容
を
示
す
ば
か
り
で
な
く
、
認
識

主
体
の
関
心
や
性
向
に
よ
っ
て
対
象
世
界
を
支
配
せ
ん
と
す
る
一
種
の
実
用
憲
義
的
（
箕
⇔
σ
Q
巳
飴
鉱
。
。
臨
。
）
観
点
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、

ヒ
ュ
…
ム
認
識
論
の
関
心
的
実
践
的
性
格
を
物
語
る
。

　
し
か
し
ヒ
ュ
…
ム
は
、
外
的
世
界
の
心
念
生
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
後
で
、
　
「
空
想
の
か
く
も
虚
偽
な
仮
定
に
指
導
さ
れ
る
些

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

細
な
性
質
が
、
い
か
に
し
て
か
り
に
も
何
等
か
の
輩
固
且
つ
合
理
的
な
体
系
に
至
る
か
思
い
も
っ
か
な
い
」
、
或
い
は
「
か
か
る
僑
念
を

自
己
自
身
に
対
し
て
な
り
と
い
か
に
正
当
化
出
来
る
で
あ
ろ
う
扁
と
、
そ
の
物
体
論
の
妥
当
性
に
対
し
率
直
な
懐
疑
と
不
儒
の
態
度
を
表

明
す
る
。
確
か
に
連
続
的
存
在
は
、
い
か
に
印
象
の
恒
常
性
の
下
で
産
出
さ
れ
、
広
義
の
規
則
性
、
法
則
性
を
有
し
単
な
る
迷
信
や
虚
想

と
同
列
に
扱
う
事
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
結
局
は
理
知
的
、
経
験
的
根
拠
を
欠
く
品
触
の
自
然
な
幻
想
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

燧
体
性
の
原
理
に
お
け
る
想
像
の
虚
無
を
加
え
れ
ば
、
類
似
す
る
知
覚
に
同
一
性
を
与
え
る
心
的
性
向
、
及
び
連
続
的
存
在
を
仮
定
す
る

出
癖
と
、
い
わ
ば
虚
想
性
の
三
重
に
交
錯
し
た
最
も
主
観
主
義
的
な
信
念
で
あ
っ
た
の
だ
。
信
念
が
単
に
虚
想
で
も
な
け
れ
ば
、
単
に
合

理
的
な
観
念
で
も
な
い
点
で
、
ヒ
ュ
…
ム
が
深
刻
な
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
こ
の
主
観
主
義
的
な

信
念
が
い
か
に
し
て
客
観
的
意
義
を
も
つ
か
、
或
い
は
現
在
印
象
の
助
け
が
あ
る
と
し
て
も
、
い
か
に
し
て
こ
の
説
得
力
の
と
ぼ
し
い
想

像
の
紫
雲
を
弾
じ
え
よ
う
か
、
な
ど
の
外
部
的
批
判
を
試
み
た
と
こ
ろ
で
、
我
々
の
問
題
の
解
明
に
到
る
事
は
出
来
な
い
。
自
ら
の
信
念

に
懐
疑
の
視
線
を
投
げ
た
ヒ
ェ
ー
ム
霞
身
、
こ
の
態
度
に
固
執
し
て
も
い
ず
、
最
終
的
に
は
こ
の
外
的
世
界
の
観
念
を
信
ず
る
立
場
に
到

る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
さ
ら
に
一
歩
踏
込
ん
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
の
究
極
的
地
平
に
ま
で
迫
り
、
こ
の
微
妙
な
信
念
の
妥
当
性

の
問
題
が
い
か
に
解
明
さ
れ
て
い
る
か
、
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
れ
は
物
体
存
在
の
信
念
を
人
性
の
抜
き
が
た
い
自
然
に
基
く
と
す
る
、
自
然
主
義
的
な
実
在
論
の
意
瞭
で
あ
る
。

（
2
）
　
こ
こ
で
「
我
々
か
ら
偏
と
は
、
我
々
の
心
や
知
覚
か
ら
の
意
味
で
は
な
く
、
実
際
は
物
質
的
な
存
在
と
し
て
の
我
々
の
諸
器
宮
や
神
経
か
ら
の

　
意
昧
で
あ
る
。

　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
に
お
け
る
儒
念
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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（
3
）
　
こ
の
理
知
概
念
は
、
前
者
で
は
反
省
的
分
析
的
認
識
の
意
味
と
し
て
、
後
者
で
は
因
果
的
推
論
の
意
味
と
し
て
使
朗
さ
れ
て
お
り
、
因
果
律
批

　
覇
の
場
合
に
お
け
る
論
証
的
な
理
知
概
念
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
外
的
世
界
の
解
明
で
積
極
的
な
機
能
を
果
す
想
像
力
は
、
因
果
性
の
場
合
と
岡

　
…
で
は
な
い
。

（
4
）
　
ヒ
ュ
…
ム
は
外
的
世
界
の
儒
念
を
生
む
条
件
と
し
て
、
印
象
の
慣
常
性
の
他
に
整
合
性
（
o
o
7
①
貝
。
欝
。
①
）
を
あ
げ
、
整
合
性
が
こ
の
儒
念
を
生

　
む
に
は
脆
弱
で
あ
る
た
め
に
、
憧
常
性
が
付
加
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
両
者
の
協
同
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
僧
念
解

　
明
で
は
翼
翼
性
の
条
件
が
最
も
著
し
い
効
果
を
有
す
る
と
し
て
独
立
的
機
能
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
慧
味
も
あ
っ
て
本
論
で
は
整
合
性
の
条
件
に
つ

　
い
て
は
省
略
し
た
。

（
4
）
　
ヒ
ュ
ー
ム
は
外
的
世
界
の
勝
勢
を
解
明
す
る
場
含
、
連
絞
的
存
在
優
先
の
立
場
に
た
ち
、
励
佃
な
存
在
は
連
続
的
存
在
か
ら
畠
然
に
導
出
さ
れ

　
る
と
し
て
、
そ
の
解
明
を
省
略
し
て
い
る
。

（
5
）
卵
魯
騎
ρ
題
登
碧
男
母
什
≦
》
ω
璽
璽
緊

（
6
）
　
こ
の
性
向
説
は
、
類
似
関
係
が
単
に
観
念
を
聯
合
さ
せ
て
間
違
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
観
念
を
思
う
心
的
性
向
を
聯
合
き
せ
、
心
の
相
似
性
或

　
い
は
同
一
性
を
成
立
さ
せ
る
、
と
の
観
察
に
基
く
。

（
7
）
　
ス
ミ
ス
は
、
外
的
世
界
の
儒
念
に
お
い
て
は
、
僑
念
の
本
性
が
単
な
る
活
気
よ
り
以
上
の
、
心
の
向
癖
や
働
き
と
し
て
本
来
的
に
規
定
さ
れ
て

　
い
る
た
め
、
活
気
説
は
修
正
さ
れ
て
い
る
、
と
主
張
す
る
け
れ
ど
も
（
繧
お
℃
孟
。
。
・
8
ξ
○
幽
U
．
踏
¢
ヨ
Φ
「
客
溶
ω
註
静
も
ゆ
器
卜
。
）
、
直
ち
に

　
そ
う
断
定
出
来
な
い
と
思
う
。
　
門
向
癖
は
心
に
現
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
記
憶
印
象
に
よ
っ
て
信
念
を
ひ
き
起
す
扁
（
「
人
性
論
」
第
一
篇
。
第
畷
部
。

　
第
二
節
）
と
い
う
の
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
観
点
な
の
で
あ
り
、
依
然
活
気
説
に
立
脚
し
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
8
）
　
こ
の
思
考
法
の
変
容
に
つ
い
て
、
パ
ス
モ
ァ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
知
覚
の
連
結
や
反
復
よ
り
も
心
の
関
心
や
傾
向
が
宇
憲
の
き
ず

　
な
（
夢
①
o
㊦
露
Φ
簗
o
h
昏
①
¢
艮
く
の
冠
器
）
に
な
っ
て
い
る
扁
と
。
（
凄
當
ヨ
①
、
。
・
ぎ
8
間
門
○
霧
．
旨
》
．
℃
霧
。
。
諺
。
目
ρ
や
H
b
こ
ト
こ
）

（
9
）
ギ
①
幾
ω
9
巽
響
ご
評
巴
『
≦
”
ω
①
。
幹
類
．

四
　
i
結
　
論
一

　
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
「
人
性
論
」
第
一
篇
の
結
論
で
今
ま
で
の
論
究
を
回
顧
し
な
が
ら
、
「
私
は
一
切
の
既
成
の
説
を
す
て
、
よ
っ
て
真
理
を

追
い
つ
つ
あ
る
と
確
信
出
来
る
か
し
と
厳
し
く
自
問
し
、
　
「
私
は
膚
己
の
論
究
の
う
ち
で
最
も
厳
密
且
つ
正
確
な
論
究
を
行
な
っ
た
後
で
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さ
え
、
こ
の
論
究
に
同
意
す
べ
き
理
由
を
与
え
る
事
が
出
来
な
い
。
私
は
た
だ
事
物
を
そ
の
現
れ
た
ま
ま
の
視
態
で
強
く
考
察
す
る
強
い

心
癖
を
感
ず
る
だ
け
で
あ
る
」
と
、
同
様
に
甚
だ
内
気
か
つ
懐
疑
的
な
心
境
を
吐
露
し
て
い
る
。
し
か
し
我
々
が
こ
こ
か
ら
直
ち
に
次
の
n

よ
う
な
結
論
を
引
出
す
事
は
、
速
断
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
。
即
ち
「
経
験
と
観
察
」
に
基
く
ヒ
ュ
ー
ム
の
認
識
論
は
、
精
神
的
諸
学
再

建
の
確
実
な
基
礎
た
ら
ん
と
す
る
最
初
の
革
薪
的
・
建
設
的
意
図
に
反
し
て
、
我
々
の
信
念
（
事
実
認
識
）
か
ら
合
理
的
正
当
性
を
否
定

す
る
懐
疑
論
を
導
出
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
。
ヒ
ュ
…
ム
の
認
識
論
を
懐
疑
論
に
等
値
と
す
る
観
点
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
一
側
面
を
と
ら

え
て
そ
の
本
質
を
見
失
う
危
険
を
お
か
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
我
々
は
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
に
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
の
究
極

的
立
場
は
何
か
、
と
い
う
根
本
問
題
を
問
う
べ
き
最
後
の
段
階
に
達
し
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
因
果
性
の
信
念
に
対
す
る
懐
疑
か
ら
救
わ
れ
る
道
と
し
て
、
我
々
が
囚
果
性
に
お
い
て
「
自
然
の
絶
対
的
な
且
つ
捌
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
難
い
必
然
性
に
よ
っ
て
、
呼
吸
し
感
じ
る
と
阿
じ
よ
う
に
判
断
す
べ
く
限
定
さ
れ
て
い
る
」
事
を
あ
げ
、
　
「
、
研
究
」
（
閃
o
ρ
鐵
甑
霧
）
で

は
よ
り
明
確
な
形
で
、
　
「
事
実
と
存
在
に
関
す
る
因
果
的
推
論
に
お
い
て
は
、
自
然
の
行
程
と
観
念
の
継
起
の
間
に
は
あ
る
種
の
予
定
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）

和
が
あ
り
、
所
謂
習
慣
は
か
か
る
応
対
（
8
自
①
ω
℃
o
⇒
脅
5
8
）
の
結
果
す
る
原
理
で
あ
る
」
、
或
い
は
さ
ら
に
「
自
然
は
そ
れ
が
外
的
対

象
間
に
確
立
し
た
も
の
と
対
応
す
べ
く
思
考
を
進
め
る
本
能
を
我
々
に
植
え
つ
け
て
い
る
」
と
説
く
。

　
他
方
外
的
世
界
の
信
念
に
関
し
て
も
同
様
に
、
　
「
知
覚
の
連
続
的
存
在
は
虚
偽
で
あ
っ
て
も
最
も
自
然
な
考
え
で
あ
り
、
心
に
好
適
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

一
種
の
本
能
即
ち
自
然
的
衝
動
に
よ
る
」
と
述
べ
、
こ
の
存
在
に
対
す
る
懐
疑
は
粗
漏
と
不
注
意
（
O
⇔
肘
①
一
①
ω
ω
譜
O
ω
o
ゆ
鈴
懸
篇
　
陣
P
鋤
什
け
Φ
質
け
卿
O
影
）
に

よ
っ
て
救
わ
れ
、
我
々
は
凡
俗
と
哲
学
者
の
区
別
を
問
わ
ず
、
　
「
現
在
の
考
え
が
ど
う
で
あ
れ
、
　
一
時
聞
後
に
は
外
的
世
界
の
存
在
を
堅

く
信
じ
る
」
と
説
く
。

　
こ
の
よ
う
に
認
識
過
程
を
自
然
の
営
為
に
還
元
す
る
自
然
主
義
的
な
思
想
態
度
に
は
、
懐
疑
論
に
対
す
る
ヒ
ュ
…
ム
独
自
の
反
省
と
吟

味
が
含
ま
れ
る
。
我
々
は
、
先
に
因
果
性
、
外
的
世
界
の
信
念
解
明
に
お
い
て
、
想
像
力
が
積
極
的
な
発
見
的
原
理
と
し
て
立
て
ら
れ
た

点
に
理
知
へ
の
徹
底
的
な
懐
疑
を
見
た
。
勿
論
両
者
の
場
合
に
お
い
て
懐
疑
の
意
味
は
同
様
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
想
像
力
の
登
場

　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
に
お
け
る
信
念
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
二
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折
ロ
脚
†
研
究
　
　
鱗
即
五
百
十
一
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
説
㎜
悶

は
、
根
本
的
に
は
合
理
主
義
的
理
知
へ
の
懐
疑
に
基
く
。
し
か
し
懐
疑
論
は
、
独
断
論
と
同
様
な
理
知
の
究
極
的
主
権
（
も
・
¢
鷲
Φ
筥
9
。
o
団
）

を
前
提
し
た
上
で
そ
れ
に
挑
戦
し
て
い
る
限
り
、
最
終
的
な
立
場
と
は
い
え
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
に
と
っ
て
根
本
問
題
は
、
理
知
が
主
権
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
っ
か
否
か
で
は
な
く
、
人
性
に
お
け
る
理
知
の
正
当
な
機
能
は
何
か
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
否
定
的
に
で
は
あ
れ
、
な
お
理
知
の
主
権

を
前
提
す
る
懐
疑
論
は
反
省
の
主
体
的
深
化
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
「
理
知
は
惜
陰
の
し
も
べ
で
あ
り
、
且

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

つ
し
も
べ
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
（
お
器
8
冨
き
伽
。
信
α
q
窪
8
げ
Φ
蟄
①
。
。
莚
く
①
o
｛
普
Φ
℃
霧
臨
o
p
ω
）
」
の
根
本
的
観
点
に
立
つ
。
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ぱ
独
断
論
・
懐
疑
論
の
主
知
主
義
的
共
通
基
盤
に
対
す
る
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
事
は
、
先
の
懐
疑
論
自
体
が
礒
ち
に

無
効
を
宣
告
さ
れ
る
事
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
人
間
的
理
知
の
陥
り
や
す
い
迷
妄
・
耳
翼
に
心
す
る
安
全
弁
と
し
て
は
、
依
然
と
し
て

有
効
な
武
器
な
の
で
あ
り
、
無
効
性
は
人
問
自
然
に
立
脚
し
た
反
省
の
深
化
に
基
く
の
だ
か
ら
。
し
た
が
っ
て
懐
疑
論
は
、
デ
カ
ル
ト
的

な
方
法
論
的
意
味
を
も
ち
経
験
的
人
間
学
に
と
っ
て
む
し
ろ
盟
友
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
や
が
て
人
性
の
究
極
的
真
実
の
前
に
自
ら
の
限

界
を
自
覚
せ
ざ
る
を
え
な
い
従
属
的
な
盟
友
な
の
だ
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
こ
の
よ
う
に
反
省
の
深
化
に
即
し
な
が
ら
、
懐
疑
論
の
正
当
な
役

割
と
限
界
を
開
ら
か
に
す
る
。

　
儒
念
は
理
知
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
ず
、
逆
に
理
知
的
懐
疑
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
事
も
な
い
の
だ
。
懐
疑
論
を
脱
出
せ
し
め
る
究
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

的
地
平
は
、
　
「
単
な
る
観
念
及
び
内
省
に
よ
っ
て
は
滅
さ
れ
な
い
生
き
た
あ
る
気
持
（
◎
摩
①
コ
け
一
声
①
⇒
け
）
で
あ
る
」
。
換
書
す
れ
ば
「
論
理
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
通
約
さ
れ
え
な
い
生
の
直
接
的
事
実
」
で
あ
る
。
創
造
的
理
知
の
機
能
を
徹
底
的
に
批
判
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
観
念
の
意
味
或
い
は
理

解
の
発
生
機
構
の
知
的
把
握
に
留
ら
ず
、
い
わ
ば
経
験
の
客
体
的
ノ
エ
マ
化
と
し
て
の
「
観
念
の
道
」
を
も
こ
え
て
、
生
き
た
体
験
的
感

情
の
地
平
に
帰
り
、
そ
こ
か
ら
人
問
学
及
び
諸
学
の
あ
り
方
を
と
ら
え
直
さ
ん
と
す
る
。

　
こ
こ
で
我
々
は
、
純
粋
な
観
察
者
か
ら
直
接
的
な
行
為
者
或
い
は
参
加
者
の
立
場
へ
、
ノ
エ
マ
か
ら
ノ
エ
シ
ス
へ
一
八
○
度
の
転
回
を

と
げ
る
。
こ
の
立
場
の
転
圃
に
よ
っ
て
、
我
々
は
理
論
的
な
懐
疑
論
か
ら
実
践
的
な
実
在
論
（
器
既
瞳
。
・
ヨ
）
に
達
す
る
（
実
践
優
位
の
立
場
）
。

観
察
者
の
立
場
で
い
か
に
懐
疑
の
或
い
は
絶
望
の
深
淵
に
率
い
る
と
も
、
我
々
は
結
局
人
性
の
自
然
な
傾
向
に
よ
っ
て
、
潜
る
観
念
（
事
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物
）
を
信
じ
盗
る
行
為
を
決
断
す
る
　
（
人
間
は
本
性
上
信
念
を
も
つ
）
。
そ
こ
に
は
外
的
対
象
の
構
造
に
観
念
を
適
応
せ
し
め
る
本
能
或

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
は
衝
動
の
働
き
が
あ
る
。

　
認
識
主
体
と
対
象
世
界
と
の
断
裂
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
の
「
適
応
」
（
巴
巷
欝
け
ざ
⇔
）
は
、
し
か
し
自
然
学
的
原
理
で
あ
る
よ
り
は
生

物
学
的
（
窪
9
。
α
q
岡
。
巴
）
原
理
で
あ
る
。
信
念
は
理
論
的
根
拠
に
基
く
選
択
の
問
題
で
は
な
く
、
外
物
と
の
適
恋
を
通
し
て
我
々
の
内
部
に

生
成
す
る
（
α
q
村
。
毒
）
認
識
の
ノ
エ
シ
ス
的
様
式
な
の
だ
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
自
然
学
的
な
存
在
の
徴
界
（
簿
薯
霞
箆
。
｛
げ
魚
6
σ
q
）
を
こ
え
て
、

生
物
学
的
な
生
成
の
世
界
（
㊤
≦
o
臨
仙
。
｛
げ
Φ
o
o
臼
葺
σ
q
）
を
た
て
る
。
知
識
は
孤
立
し
た
自
己
完
結
的
な
何
か
で
は
な
く
、
主
客
の
相
互

作
用
的
な
過
程
に
織
込
ま
れ
る
。
こ
の
意
味
で
我
々
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
思
考
法
が
根
本
的
に
は
自
然
学
を
範
と
す
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
的
な
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

念
麟
合
の
原
理
に
よ
り
か
、
ハ
ヅ
チ
ソ
ン
的
な
適
応
の
原
理
に
よ
っ
て
い
る
、
と
の
ス
ミ
ス
の
洞
察
を
正
当
な
も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
に
我
々
は
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
の
究
極
的
本
質
を
見
出
す
。

　
し
か
し
生
物
学
的
と
い
う
の
は
、
精
神
的
生
命
と
区
甥
さ
れ
た
低
い
次
元
を
意
味
し
な
い
。
適
応
の
根
底
に
は
所
謂
対
象
的
物
理
的
自

然
で
は
な
い
、
人
性
の
内
的
原
理
と
し
て
根
源
的
自
然
が
働
い
て
い
る
限
り
、
そ
れ
は
生
の
根
源
性
と
し
て
原
自
然
（
農
づ
簿
繧
Φ
）
の
意

味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
自
然
へ
の
適
応
は
、
ノ
エ
マ
化
出
来
な
い
、
ノ
エ
シ
ス
的
な
「
信
」
の
問
題
で
あ
り
、
認
識
主
体
自
ら
の

委
託
（
O
O
ヨ
ヨ
目
け
ヨ
①
降
け
）
の
問
題
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
　
「
濫
淫
」
は
単
に
網
…
対
的
な
非
舎
理
の
地
平
に
還
元
さ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
自
然
概
念
は
、
多
義
的
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

あ
り
哲
学
或
い
は
懐
疑
の
必
然
性
さ
え
も
駆
除
し
な
い
包
理
知
的
原
理
な
の
だ
。
　
「
日
常
茶
飯
の
生
活
に
お
い
て
他
の
人
々
と
同
じ
く
生

　
　
　
　
　
（
1
0
）

き
．
語
り
・
行
う
」
の
が
自
然
の
傾
向
で
あ
れ
ば
、
他
方
「
読
書
や
座
談
に
際
し
て
論
議
百
出
し
た
主
題
へ
視
線
を
送
る
」
の
も
心
の
自

然
な
傾
性
な
の
で
あ
る
。
理
知
は
こ
の
自
然
本
性
に
自
ら
の
基
底
を
、
自
ら
の
主
体
性
を
見
澄
す
。
こ
こ
で
重
要
な
事
は
、
自
然
本
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

そ
れ
と
し
て
自
覚
す
る
高
次
元
の
立
場
が
出
現
し
た
事
で
あ
る
。
し
か
も
事
理
知
的
な
自
然
自
体
は
、
も
は
や
理
知
で
あ
る
事
は
賑
来
ず
、

理
知
の
及
ば
な
い
よ
り
高
次
の
立
場
と
し
て
、
理
知
を
止
揚
・
統
御
す
る
超
理
知
的
自
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
は
、
所
謂
対
立
的

　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
瓢
鋼
に
お
け
る
信
念
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穴
五
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一
瞬
論
ハ

66

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一

1
　
な
主
・
客
の
区
別
以
前
に
お
け
る
、
両
者
を
相
互
に
適
感
・
融
合
さ
せ
る
根
源
的
作
用
と
い
う
べ
く
、
究
極
的
に
は
人
性
の
働
き
自
体
が
、

　
　
人
聞
的
自
然
と
し
て
根
源
の
自
然
に
基
く
。
い
わ
ば
人
間
は
自
然
の
内
部
に
自
然
睦
内
制
存
在
と
し
て
連
続
的
に
包
含
さ
れ
る
。
ヒ
ュ
ー

　
　
ム
は
、
主
・
客
の
対
立
を
根
本
荊
提
と
す
る
近
代
の
論
理
を
こ
え
た
地
平
か
ら
、
諸
学
の
再
建
を
試
図
し
た
と
い
え
る
。

　
　
　
し
か
し
「
自
然
」
に
基
く
の
は
、
単
に
人
性
の
働
き
の
み
で
は
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
方
法
論
的
な
比
較
心
理
学
的
考
察
に
よ
っ
て
、

　
　
自
然
の
概
念
を
動
物
の
領
域
に
ま
で
拡
張
し
、
動
物
の
本
能
も
岡
じ
原
理
に
よ
る
と
考
え
る
。
い
わ
ば
人
間
の
相
対
化
に
よ
っ
て
人
間
と

　
　
動
物
の
働
き
は
、
下
薬
の
原
理
か
ら
連
続
的
に
説
明
さ
れ
、
自
然
は
両
者
を
統
一
的
に
成
立
さ
せ
る
共
通
の
根
源
者
と
さ
れ
る
。
も
っ
と

　
　
も
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
人
間
の
諸
能
力
が
動
物
に
比
較
し
て
い
か
に
秀
れ
て
い
る
か
に
決
し
て
盲
唐
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
両
者
の
相
違
は
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
的
な
断
絶
を
意
味
せ
ず
程
度
上
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
考
察
を
進
め
る
時
、
根
源
曲
包
括
者
た
る
自
然
は
、
入
間
主
体
性
の
立
場
が
根
本
的
な
転
園
を
要
求
さ
れ
る
、
叱
る
音
心
味

　
　
で
超
越
的
な
「
究
極
老
扁
の
意
味
を
も
つ
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
儒
念
は
、
そ
こ
に
超
越
的
原
理
と
し
て
の
自
然
が
働
き
、
そ
れ
へ
の
主
体
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

　
　
門
信
し
が
説
か
れ
る
限
り
、
い
わ
ば
寒
教
的
次
元
の
地
平
に
ま
で
徹
底
・
深
化
さ
れ
る
。
確
か
に
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
神
の
存
在
証
明
の
論
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
に
対
し
て
は
、
理
論
的
に
極
め
て
懐
疑
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
実
際
の
実
践
的
態
度
と
し
て
は
必
ず
し
も
反
宗
教
的
・
非

　
　
宗
教
的
で
は
な
く
、
人
間
学
的
事
実
と
し
て
の
宗
教
を
認
め
て
い
る
点
が
あ
る
。
し
か
も
究
極
的
原
理
と
し
て
の
自
然
は
、
経
験
と
観
察

　
　
だ
け
か
ら
は
導
出
不
可
能
な
主
客
の
対
応
（
調
和
）
を
基
底
と
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
意
味
で
信
念
は
、
袋
路
主
義
（
長
窪
霞
p
蔚
ヨ
）

　
　
を
基
調
と
す
る
宗
教
的
な
世
界
観
、
歯
釜
す
れ
ば
一
種
の
「
自
然
」
或
い
は
「
人
性
」
の
形
而
上
学
（
ヨ
①
δ
℃
ぴ
遂
｝
。
ω
）
　
に
裏
う
ち
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
ユ
）

　
　
て
い
る
側
面
を
も
つ
。
し
か
し
こ
の
帰
結
は
、
経
験
論
的
認
識
論
の
立
場
の
破
綻
を
意
味
す
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
認
識
論
は
究
極
的
に
は
経

　
験
的
に
把
握
さ
れ
る
も
の
を
こ
え
た
全
体
的
統
｝
的
原
理
と
し
て
の
世
界
観
を
と
り
入
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
生
き
た
或

　
　
る
感
じ
と
し
て
の
信
念
は
、
人
間
の
深
層
に
開
か
れ
た
、
微
妙
な
奥
行
き
を
も
つ
心
理
学
的
事
実
と
い
う
べ
く
、
こ
の
よ
う
な
信
念
は
、

　
　
も
は
や
他
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
何
か
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
ら
が
経
験
的
知
識
の
正
当
化
を
終
結
さ
せ
る
根
源
的
地
平
な
の
だ
。
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そ
れ
に
し
て
も
従
来
の
合
理
主
義
的
認
識
及
び
自
ら
の
認
識
原
理
に
対
す
る
批
判
、
即
ち
侮
も
我
を
も
共
に
切
る
諸
匁
の
剣
に
示
さ
れ

た
尖
鋭
的
な
知
性
は
、
日
常
的
意
識
の
穏
和
な
現
実
性
の
な
か
に
止
揚
さ
れ
て
い
る
。
懐
疑
論
か
ら
実
在
論
へ
の
こ
の
転
回
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ラ
ッ
セ
ル
は
「
点
る
意
味
で
彼
の
懐
疑
論
は
不
誠
実
で
あ
る
」
と
評
し
、
ま
た
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
「
知
性
と
意
志
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

或
い
は
「
経
験
主
義
に
早
し
て
自
ら
提
起
し
た
決
定
的
告
発
を
親
し
げ
な
微
笑
で
追
い
は
ら
う
哲
学
者
の
奇
妙
な
一
面
」
と
し
て
批
判
す

る
。
こ
れ
ら
は
確
か
に
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
の
含
む
深
刻
な
イ
ロ
ニ
ー
を
突
く
鋭
い
指
摘
で
は
あ
る
が
、
ヒ
ュ
…
ム
自
身
に
魅
し
て
い
え
ば
、

こ
の
立
場
こ
そ
人
性
の
自
然
な
事
実
に
即
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
如
実
な
発
現
で
あ
り
、
認
識
論
の
発
想
が
単
に
理
論
的
関
心
よ
り
か
、
人

間
の
自
然
本
性
に
基
く
諸
学
再
建
と
い
う
実
践
的
関
心
に
裏
う
ち
さ
れ
て
い
る
事
を
物
語
る
。
い
わ
ば
哲
学
の
重
心
が
認
識
の
問
題
よ
り

か
実
在
の
問
題
に
お
か
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
の
転
園
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
す
で
に
出
発
魚
で
創
造
的
原
理
と
し
て
の
理
知
を
排
し
、
生

き
た
直
接
的
経
験
に
立
脚
し
て
い
る
事
を
思
え
ば
、
む
し
ろ
本
来
の
立
場
へ
の
復
帰
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
い
や
単
な
る
同
一
的
立
場
へ

の
復
帰
で
は
な
く
、
そ
れ
は
経
験
論
的
な
認
識
理
論
の
自
己
破
綻
を
媒
介
し
て
さ
ら
に
主
体
的
・
根
源
的
に
深
め
ら
れ
た
立
場
で
あ
る
。

信
念
が
単
に
経
験
か
ら
は
導
出
で
き
な
い
「
自
然
」
の
形
而
上
学
に
裏
う
ち
さ
れ
て
い
る
と
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
を
通
し
て
は
じ
め
て
、
我
々
は
暗
中
模
索
の
な
か
か
ら
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
哲
学
の
究
極
的
な
姿
を
浮
彫
に
す
る
事
が
出
来

る
。
儒
念
は
理
知
的
確
信
に
基
く
の
で
な
い
限
り
懐
疑
論
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
他
方
根
源
的
自
然
に
基
く
限
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

所
謂
懐
疑
論
を
こ
え
て
い
る
。
人
性
の
真
実
の
前
で
懐
疑
論
は
反
対
化
さ
れ
、
「
穏
和
な
懐
疑
論
」
（
勲
a
偽
α
q
鯨
①
傷
蓉
①
讐
帥
9
ω
ヨ
）
と
な
る
。

こ
の
自
ら
を
反
省
、
吟
味
す
る
懐
疑
論
こ
そ
真
の
懐
疑
論
な
の
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
こ
れ
を
「
自
己
の
哲
学
上
の
確
信
に
つ
い
て
と

同
様
、
自
己
の
哲
学
的
懐
疑
に
つ
い
て
も
内
気
な
　
（
8
ぴ
の
島
臨
号
無
。
｛
霞
ω
覧
μ
一
び
も
・
○
℃
ぼ
。
巴
餌
。
億
ぴ
貫
霧
≦
Φ
質
霧
鼠
財
齢
℃
㌶
す

ω
o
℃
霞
。
巴
8
⇒
訊
。
叶
δ
霧
）
」
自
覚
的
立
場
と
規
定
す
る
。
真
の
哲
学
は
、
一
つ
の
原
理
或
い
は
観
点
を
無
媒
介
に
絶
対
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

て
尖
鋭
的
な
断
定
（
確
信
に
し
ろ
懐
疑
に
し
ろ
）
を
下
す
よ
り
、
人
性
の
根
源
酌
高
然
に
従
っ
て
「
穏
和
で
適
度
な
意
見
（
ω
①
づ
瓢
ヨ
①
疑
ω
）
」

を
表
嬰
出
来
る
だ
け
な
の
だ
。
こ
こ
に
は
い
う
ま
で
も
な
く
探
求
の
限
界
の
自
覚
が
含
ま
れ
て
い
る
。
限
界
内
に
お
け
る
経
験
的
知
識
が

　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
に
お
け
る
信
念
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
七
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六
八

68
1
　
儒
念
の
形
を
と
る
の
だ
。

　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
認
識
論
哲
学
は
、
確
か
に
意
図
に
お
い
て
人
間
に
関
す
る
認
識
（
精
神
諸
学
）
を
科
学
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
よ
う
と
す

　
　
る
革
新
的
な
試
図
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
理
論
は
、
結
局
科
学
的
認
識
と
そ
う
で
な
い
認
識
と
を
区
別
す
る
合
理
的
基
準
を
明
ら
か
に

　
　
な
し
え
な
い
ま
ま
、
実
践
的
世
界
観
的
地
平
で
決
着
を
つ
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
事
は
、
経
験
論
的
認
識
論
の
破
綻
以
外
の
何
も

　
　
の
で
も
な
い
。
問
題
は
批
判
的
機
能
面
で
因
果
的
推
論
（
事
実
的
認
識
）
の
合
理
性
に
対
し
て
尖
鋭
的
な
懐
疑
論
を
表
明
し
、
他
方
積
極

　
　
的
機
能
で
そ
の
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
と
し
て
直
接
的
な
体
験
的
感
情
の
地
平
に
立
脚
し
、
そ
こ
か
ら
諸
学
の
体
系
を
再
確
立
せ
ん
と
し
た
と

　
　
こ
ろ
に
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
が
、
自
然
の
申
に
帰
る
事
に
よ
っ
て
一
切
を
直
接
的
経
験
の
人
間
的
此
岸
に
ひ
き
よ
せ
、
理
論
的
世
界
を
捨
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
し
た
事
は
お
お
う
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
否
定
爾
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
の
積
極
的
肯
定
面
を
看
過
し
て
は

　
　
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
ヒ
ュ
…
ム
は
、
精
神
諸
学
再
建
の
確
圃
た
る
べ
き
基
盤
と
し
て
の
経
験
の
大
地
が
、
皮
肉
に
も
理
知
の
厳
密
な
論
証
を
欠
い
た
蓋
然
的

　
　
な
信
念
を
約
束
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
懐
疑
論
を
こ
え
て
こ
の
信
念
に
ロ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
、
と
い
う
微
妙
な
人
間
学
的
事
実
を
明
ら
か
に

　
　
し
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
特
異
な
感
情
的
地
平
の
開
示
に
よ
っ
て
、
観
念
や
論
理
の
基
礎
に
主
・
客
未
分
的
な
原
体
験
が
あ
る
事
を
解
萌

　
し
、
実
在
を
固
定
し
た
存
在
の
世
界
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
主
体
が
す
で
に
内
在
化
さ
れ
た
流
動
的
な
生
成
の
世
界
と
し
て
展
開
し
え

　
た
の
で
あ
る
。
人
間
的
知
識
の
経
験
性
・
地
上
性
の
洞
察
と
そ
の
主
体
的
深
化
に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
た
儒
念
の
立
場
は
、
近
代
の
入
間
不

　
在
的
な
対
象
化
的
実
在
把
握
を
あ
く
ま
で
も
拒
否
し
、
客
観
化
以
前
に
お
け
る
統
一
的
な
地
平
か
ら
知
識
の
体
系
を
再
構
成
せ
ん
と
し
た

　
　
の
で
あ
り
、
認
識
原
理
の
人
間
的
呉
体
化
、
入
間
的
生
と
学
の
結
合
、
或
い
は
「
生
の
過
程
と
認
識
過
程
の
統
一
」
、
換
書
す
れ
ば
自
然
科

　
学
に
対
す
る
精
神
諸
学
の
登
場
を
準
備
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
問
題
意
識
は
積
極
的
に
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
信
念
が
概
念

　
化
．
論
理
化
さ
れ
な
か
っ
た
事
は
、
方
法
の
問
題
に
帰
着
す
る
け
れ
ど
も
、
外
的
条
件
と
し
て
ヒ
ュ
…
ム
哲
学
の
歴
史
的
・
社
会
的
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
と
の
関
連
も
無
視
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）
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（
－
）

（
2
）

（
3
）

（
3
1
）

（
4
）

（
5
）

↓
器
監
。
・
ρ
ご
ず
r
㌘
空
ほ
讐
”
留
9
憎

閤
⇔
β
ε
鉱
①
幹
ω
①
o
嘗
く
“
℃
鋤
欝
閏
“

↓
悉
簿
置
ρ
匹
（
●
ご
℃
恥
嵩
一
く
”
ω
ω
♀
肖
冒

ヒ
ュ
ー
ム
が
認
め
た
の
は
、
与
え
ら
れ
た
観
念
を
此
較
分
析
す
る
反
雀
的
な
理
知
の
能
力
で
あ
る
。

H
ぴ
凱
■
切
ぎ
凝
”
℃
p
。
其
日
v
ω
㊦
9
．
悶
●

し
か
し
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
論
証
的
絶
対
的
知
識
と
し
て
数
学
を
認
め
て
い
る
点
、
必
ず
し
も
反
合
理
主
義
者
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の

「
薗
然
的
原

　
理
」
も
反
理
知
で
は
な
く
包
理
知
的
で
あ
る
。

（
6
）
冨
。
跳
。
。
ρ
じ
d
犀
．
誉
勺
錠
け
装
ω
①
。
幹
H
噛

（
7
）
講
座
・
哲
学
大
系
、
2
「
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
」
（
森
口
美
都
豊
門
）
二
六
三
頁
。

（
8
）
　
外
的
世
界
の
信
念
の
場
合
は
、
適
応
の
原
理
に
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
認
識
主
体
の
性
向
が
、
印
象
の
恒
常
性
と
い
う
所
与
条

　
件
に
劇
約
さ
れ
て
働
く
限
り
、
外
的
世
界
へ
の
広
義
の
適
応
が
あ
る
と
い
え
る
。

（
9
）
出
各
嘗
ぎ
。
。
。
℃
ξ
。
｛
U
噸
笛
環
諺
ρ
乞
．
錦
ω
巨
葺
℃
る
9

（
◎
1
）
　
6
罵
舞
置
Φ
．
切
ド
ぴ
O
o
零
冨
。
。
一
〇
戸

（
1
1
）
　
「
近
代
イ
ギ
リ
ス
哲
学
の
形
成
」
　
（
山
碕
正
　
著
）
穴
六
頁
～
穴
七
頁
。

（
1
2
）
　
こ
の
事
は
、
か
つ
て
理
知
に
よ
っ
て
神
に
近
づ
こ
う
と
し
た
人
間
が
、
経
験
的
此
岸
に
立
脚
す
る
事
に
よ
っ
て
神
よ
h
・
も
動
物
に
近
い
地
位
に

　
お
か
れ
る
事
を
赤
す
。

（
1
3
）
　
宗
教
的
次
元
を
示
す
こ
と
ば
と
し
て
、
次
の
も
の
を
あ
げ
る
事
が
出
来
る
。
　
「
お
よ
そ
何
事
か
を
雄
卸
し
或
い
は
信
ず
る
す
べ
て
の
者
は
、
絶

　
対
確
実
に
愚
者
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
も
嗣
じ
愚
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
に
せ
よ
、
私
は
そ
の
痴
愚
を
少
く
と
も
自
然
で
快
適
な
痴
愚
と

　
し
た
い
」
。
或
い
は
「
自
然
に
任
せ
た
所
か
ら
生
ず
る
無
邪
気
な
満
足
を
拒
む
事
は
決
し
て
な
い
」
。
（
穆
酔
筆
冨
Φ
’
b
ご
劉
㌍
0
9
0
ぼ
臨
。
⇒
）
。
　
ヒ
議

　
！
ム
は
、
根
源
的
慮
然
に
従
う
事
で
心
の
「
解
脱
」
に
到
達
し
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
1
4
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
研
究
」
第
十
【
節
及
び
「
自
然
宗
教
に
関
す
る
対
話
」
（
O
鑓
び
鱒
¢
霧
（
）
○
鋤
8
露
貯
守
窺
2
簿
霧
飽
図
①
嵩
α
q
δ
質
）
参
照
。

（
1
5
）
　
こ
れ
は
誤
り
の
形
葡
上
学
に
代
る
真
の
形
而
上
学
の
確
立
を
意
味
す
る
。
ヒ
ュ
…
ム
は
一
切
の
形
薦
上
学
を
否
定
す
る
経
験
論
者
で
は
な
い
。

　
ヒ
ュ
ー
ム
が
「
自
然
に
従
う
」
と
い
う
時
、
厳
密
に
は
事
実
的
認
識
の
側
面
と
形
而
上
学
的
思
想
的
側
面
の
二
重
梅
島
に
立
聯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
6
）
　
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
繋
念
の
理
論
は
、
経
験
科
学
そ
の
も
の
に
宗
教
的
な
基
礎
を
与
え
よ
う
と
試
み
た
思
想
の
系
譜
の
継
続
で
あ
り
、
そ
の
皮
肉
な

ヒ
噌
一
！
ム
卿
ゆ
隔
識
蕗
湘
に
お
け
る
信
開
ム
芯
の
考
塞
串

六
九
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解
決
に
他
な
ら
な
か
っ
た
」
と
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
…
の
評
価
で
あ
る
が
、
ヒ
ュ
…
ム
は
ま
さ
し
く
儒
念
と
い
う
形
で
人
転
学
醜
な
基
礎
を
与
え
た
と

　
い
え
よ
う
。
（
昭
）
陣
¢
℃
げ
出
0
0
ワ
◎
℃
甥
一
①
山
①
吋
〉
¢
｛
汀
莚
戸
q
轟
磯
”
図
．
○
鋤
ω
0
陰
雨
H
ω
け
邦
訳
七
山
ハ
｝
貝
）
。
し
か
し
多
念
を
純
粋
に
心
理
学
上
の
根
拠
に
も
と
っ
く
に

　
す
ぎ
な
い
、
と
見
る
カ
ッ
シ
…
ラ
…
に
は
嗣
空
軍
来
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
信
念
に
は
形
而
上
学
的
思
想
的
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
！
7
）
　
頃
置
ε
曙
。
胎
芝
霧
け
Φ
吋
5
℃
プ
出
。
ω
o
℃
プ
ざ
ご
ご
曾
即
韓
。
ウ
臨
。
①
声
邦
訳
～
四
八
頁
。

（
1
8
）
　
8
プ
①
沁
置
o
O
陥
ω
o
冨
導
臨
。
℃
び
一
♂
ω
○
唱
げ
ざ
鴻
．
即
臨
。
ザ
⑦
郡
ぴ
p
。
o
げ
．
邦
訳
八
七
～
八
八
頁
。

（
1
9
）
　
8
捲
簿
甑
器
．
じ
ご
劉
㌘
6
0
鐸
∩
剛
霧
δ
P

（
2
0
）
　
H
窪
（
州
じ
d
｝
（
e
押
（
）
◎
コ
。
ご
ω
｝
o
鼻

（
2
1
）
　
揺
念
を
虚
想
か
ら
区
別
し
そ
の
妥
当
性
を
確
立
す
る
道
は
、
儒
念
の
基
盤
で
あ
る
根
源
的
自
然
を
対
象
化
・
論
理
化
す
る
他
に
見
塗
し
難
い
。

　
こ
れ
は
ヒ
ュ
…
ム
が
理
論
的
に
は
な
お
懐
疑
的
・
否
定
的
に
し
か
把
握
し
な
か
っ
た
「
自
然
」
を
、
さ
ら
に
穫
極
的
・
肯
定
的
に
と
ら
え
る
立
場
で

　
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ヒ
ュ
…
ム
の
塗
壁
点
に
立
ち
帰
っ
て
そ
の
基
本
的
な
立
脚
点
を
再
吟
味
す
る
必
要
の
あ
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
合
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
自
然
が
鞠
問
を
連
続
的
に
包
含
す
る
事
に
よ
っ
て
人
問
化
さ
れ
た
轟
然
で
あ
る
限
り
、
認
識
主
体
と
自
然
磨
体
の
問
に
依
然
と
し

　
て
「
割
れ
目
」
の
介
在
す
る
事
に
思
い
を
い
た
す
べ
き
で
あ
る
。

（
2
2
）
　
懸
念
が
遮
応
を
原
理
と
し
、
生
の
直
接
的
な
感
情
に
基
く
事
は
、
背
景
と
し
て
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
市
斑
社
会
の
先
進
性
・
安
定
性
を
反
映
す

　
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
は
哲
学
の
形
成
と
鮭
会
的
環
境
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
。

　
最
後
に
ヒ
ュ
ー
ム
の
肯
定
面
を
単
に
そ
れ
と
し
て
の
み
把
握
す
べ
き
で
な
い
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
実
際
は
肯
定
面
が
岡
時
に
先
述
し
た
否
定
繭

　
を
も
含
む
、
と
い
う
二
重
の
性
格
に
お
い
て
あ
る
事
を
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。
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Hume’s　tlieory　of　belief

b2　T6ichi　Okamoto

　　This　paper　tries　to　cast　some　light　on　the　positive　and　constructive　side

＃of　Hume’s　theory　of　belief　in　tracing　his　analyses　of　the　causal　relation　ancl

－of　the　existence　of　the　world．　Special　attention　is　paid　to　his　scepticism．

’This　is，　as　it　were，　a　double－edged　sword　drawn　not　oRly　at　rationalists’

．arguments　but　also　at　his　own　theory．　Me　evades　it　by　’finally　committing

himself　to　the　belief，　based　upon　immediate　experience，　in　human　nature．

．After　all　Nature　is　what　makes　the　subject　ancl　the　object　acceptable　to

Leach　other，　covering　human　reason　as　wel｝　as　animal　instincts．

夏1夏te簸重io簸a韮ity

by　Shinya　Kimura

　　IntentiOnality　iS　nOt　a　mere　lingUiStiC　faCt．　王t　iS　eSSential　in　mental　aCtS，

eor　why　have　we　just　intentiona圭language　2　Here　I　agree　with　Ch量shoi阻，

who　ascribes　the　intentional圭ty　of　our　language　to　that　of　our　mind．　Sellars’

．“ р奄窒?ｃｔ　realism”，　I　thlnk，　conceals　preposterousness　and　is　untenable．　To　see

狽?ｅ　matter　clearly　we　must　get　over　Chisholm’s　argument，　which　is　stil圭too

．1inguistic．

　　王ndeed　those　who　relected　the　sense－datum　theory　have　gone　to　the　otlユer

・extreme　and　regard“sense　data”as　fake．　Bu宅出e　fact　is　that，　though　what

・appears重。　us　is　nothing　but　a　phys．ical　object，　yet　it　appears　only　via　三ts

various　apPeαrances．　We　should　do　jus£ice　to　both　of　these　points．　It　is

，concluded　that，　when　we　have　a　perceptual　consc三〇us難ess，　we　refer　to　or

．intend“something”via　apPearances，　and重his“someth沁9”亙s　the　object　o圭

our　consciousness　while　the　apPearances　are　not．

　　This“something”三s　not　a　Meinongian“pure　object”．　Strictly　speaking，

．weブust　intend．　But　here，　as　i重were，　a　pseudo　binary　relation　is　effected，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドone　of　whose“terms”is£he“soユnething”．（My　expressions　may　be　mislead一

4


